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【事例I】　自分の意思を伝えるために,主体的にサインを使っていくことを目指し

たT. Y児の指導

1対象児の概要(初期アセスメント結果から)

(1)対　象　児　　T. Y (男)　申学部3年　CA14歳11か月(平成10年1月30日現荏)

(2)家族構成　　両親,本人,姉(高2)

(3)生　育　歴

･妊娠中,出産時:攫康,正常分娩

･乳　幼　児　期:首のすわり　　3　か　月

離　　乳10　か　月紅

塵　　　り　Il　か　月ま
囲

一人歩き　1歳7か月　ー

(4)教　育　歴

･　H学園(3-6歳)
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･本校小学部(昭和63年4月入学)

(5)諸検査結果

･辰見ビネ-知能検査　　IQ:26　　MA3:0　(平成8年5月実施)

･　S-M社会生活能力検査　SQ:21　SA3:1 (平成9年9月実施)

身辺自立 �ｩ:��作業 �8躪ﾏ�ｫr�集団参加 俾侘�9ﾙ�r�

3:6 鼎｣��2:9 ��｣��3:I �3｣b�

(6)身体機能

身体機能上の問題はないが柔軟哩に欠け,つまずいた際に少しバランスを崩しただけでも転

ぶことがある｡また,指先を梗った活動では,力が入ってしまい思うように動かすことができ

ないなど,手指の巧ち性に乏しい部分も見られる｡口腔機能においてta,舌の動きにぎこちな

さがあり,発音できる音も限られている｡

(7)行動の様子

家庭,学校とも,生活の流れに沿って活動できるが,気に入らないことがあったときや獲れ

たときなど活動が滞ってしまい,その場から動こうとしないことがある｡休み時間など-,一人

でいることが多く,いすに座って友達の様子を見たり,校内を歩き回ったりしていることもあ

る｡また,特定の友達を気にして,その友達に過度なかかわりをすることがある｡

(8)コミュニケーション

〇　人やものとのかかわりに関して(実践資料l参照)

家庭においては,遊ぶ際に共に笑ったりする様子がよく見られ,同じものを見て楽しむな

どお互いの気持ちを感じ合う開陳にある｡また,自分の方に注目するように動き掛けたり,
I

父親ともののやり取りを楽しんだりする様子も見られる｡

一　間　一



学校においても,一緒に本を見るなど,お互いに笑っ

て楽しむ様子が見られるが,それは教師からの鋤き掛け

によるものが多い｡本児から, ｢これを一緒に見たい｣

｢これで一緒に遊びたい｣などと鋤き掛けてくる様子は

あまり見られない｡

○'i認知的機能に関して(実践資料2参照)

葬澄憲蜜窓克己

アセスメントから見られるように,本児は対象に注視し,弁別することができる段階にあ

り,弁別できる対象も多いと考える｡しかし,靴を履き違えたり,紙以外の場所にのりを付

けたりすることがある｡これは｢見る｣対象が興味･関心のあるものに限られていて,興味

がないとしっかり見ることができないからではないかと考える｡

アセスメントを見ると本児は,教師の言葉を聞いて写真カードを取るなど, ｢符号化す

る｣段階にあるといえる｡特に本児の場合,いろいろなマークを指さして言葉と符号化する

ことに興味があるので,今後はそれを広げていくことT,符号化する対象も今以上に増えて

いくと考えられる｡ただ,文字ついては, ｢りんご｣の文字カードの形を覚えていて符号化

できるものの, ｢りんご｣の｢り｣はできないなど,平仮名の一文字の符号化はまだ不十分

である｡

アセスメントにある｢洞察する｣段階にあり,

日常生活で操作を必要とするものに対しては,ち

る程度見通して鋤き掛けることができる(テレビ

のスイッチの操作など) ｡しかし,周りの状況や

一日の流れについては見通しが持てないことも多

く,行動が潜ることも見られる｡また操作するも

のについては,視覚刺激を伴うもの(ビデオやスイッチを押すと動いたり,色が変わったり

するもの)などに興味を持っており扱うこともできるが,ボールなどはかのものへはあまり

興味を示さない面も見られる｡

｢楼緻蜜愚弟｣

日ごろ見慣れている動きの模倣ができ,新しい動きの模倣についても,初めて見る教師の

動きを模倣しようとする様子が見られる｡また,家庭にある本で見た動物の模倣やテレビで

見た野球選手の模倣を学校ですることもあり, ｢覚えた動きを模倣する｣段階にあるといえ

る｡

○　サインに関して(実践資料3参照)

複雑なサインについては覚えているが手指の巧ち陸に乏しいことから伝わりにくいものも

ある( ｢お母さん｣のサインは小指を立てることが難しいので,人さし指を立てて｢お母さ

ん｣とするなど) ｡また,本児が示すサインの中には,自分なりに意味付けをした独自のサ

インもある(｢歩く｣は手を振る, ｢うるさい｣は耳をふさぐなど)｡
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家庭では,要求場面などその場所に行き,指きしと｢あー｣という発声で伝わるのでそれ

で済ませてしまうことが多く,あまりサインは使わない｡ただ,場面によっては,本児なり

に何かを伝えようとすることもあるが,家族にもそ

れが分からないことがあり,本児の機嫌を損ねるこ

ともある｡また,理解言語も多く,サインと言葉を

符号化することもできるので,サインを多く覚えら

れると考える｡

学校では, ｢養護･訓練の時間における指導｣な

どで覚えたサインの数は少しずつ増えてきている　(

が,伝達手段としては指きしと発声によるものが多く,教師も本児が伝えたいことを理解で

きないこともある｡また自分からサインを使うことは少なく,教師の言葉掛けや会話を聞い

てときどき使う程度である｡

(9)本児の現在の課題.

〇本児の興味.関心のある遊びが少なく,教師と遊びの場面でのかかわりが広がらないこ 

とや,要求などがまだ伝わらないことが多いことから,本児から教師へ遊びや要求場面で 

かかわりたい,伝えたいという気持ちが十分に高まらず,サインなどを使って伝えてくる 

ことも少ない○(教師との｢並ぶ関係｣｢提示の関係｣を深める,覚えたサインを使える 

ようにする) 

○認知的機能についてはそれぞれに高い段階にあるが,アセスメントを見ると興味.関心 

の対象が狭いことや周囲の状況や一日の流れに見通しが持ちにくいことが見られる○ 

(｢見通す力｣を高める) 

2　子供や保護者の考える将来の生活及び要望(子供や保護者の意見を聞く会より)

(1)子供や保護者の考える将来の生活

･できれば就職させたい｡家庭から離れて,社会に出る経験をさせたい｡

･進路については明確に考えていないが,共同生活をさせてみたい｡

･余暇を楽しむことができればよい(ダンスや音楽などの活動を通して) ｡

(2)子供や保護者の要望

ァ　コミェニケーションに関する要望

･自分の伝えたいことが伝わらずいらいらすることがある｡自分の伝えたいことが相手に

うまく伝えられるようになってほしい｡

･言葉や文字についても可能性があるなら,取り組んでほしい｡

イ　その他に関する要望

･外出したときに,公の場で騒いだり,滞ったりすることがある｡それがなくなってほし

い｡

･遊びなど興味の対象が広がってほしい｡
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3　指導方針

｢子供や保護者の意見を聞く会｣ゐ中で本児の将来の生活について話し合い,次の三つの要

望が大切になることを共通理解した｡

①将来,社会へ出ていろいろな経験を積ませたい｡そのためにも,かかわる相手との意 
恩の疎通がうまくできるようになってほしいo 

②行動の潜りが見られるので,それをできるだけなくしたい｡ 
③余暇の生活も考えて,興味あるものを増やしたい｡ 

本児の現在の課題と将来の生活を考えて次の方針を設定することにした｡

①サインなどの相手とやり取りできる伝達手段を使って,気持ちを伝えることができる 
ようにする｡ 

本児の場合,相手に気持ちが伝わらずにいらいらすることもあり,何らかの手段でまず気
持ちを伝えることが大切になる｡相手に気持ちが伝わることで,伝えたい意欲も高まり将
莱,社会へ出たときに主体的に相手とやり取りし,楽しく生活できることへと発展していく
と考える｡伝達手段としては,将来の生活を考えると,言葉のみでなくサインや文字なども

使い,本児の気持ちが伝わることを第-に考えていきたい｡

②家庭や学校での決まった活動や一日の学習の流れなどに見通しを持って,主体的に活 
動できるようにする｡ 

行動の滞りについては, ①の相手に気持ちが伝わらないこともあるが,それ以外に自分の

活動に見通しが持てず潜ってしまうことも一つの要因として見られる｡本児が,家庭や学校
での活動に見通しが持てるようになることで,主体的な活動も増えてくると考える｡

③本児が家庭で興味.関心､を持っている遊びについて,学校でも共通してかかわってい 
くなどして,その対象を広げる｡ 

興味･関心､のある遊びが少ないので,まずは本児の興味のある遊びから,かかわってい
き,そこから遊びの対象を樽やしていきたい｡

総嚢製織覿窓鯖 (撃難日額譲靂諒恕繁浸諦)

①･③を踏まえて(人やものとのかかわり,サインについて)

本児と興味を持つ遊びを｣緒に行う中で,伝えたいという意欲を高め,サインなどで伝 
えることができるようにする○(遊びを通して｢提示の関係｣を深め,その中でサインも 

使っていく) 

本児が家庭で父親と楽しんでかかわっている歌遊びやテレビの話題などを学校でも取り上

げ,一緒に歌遊びをしたり,新聞を見たりする中で本児からの主体的なかかわりを引き出し
たい｡またかかわりの中では,本児との遊びを少しずつ増やしていくことで･,遊びへの興

味･関心を広げていきたい｡

伝達手段として使うサインは,家庭とも連携を図りながら,本児とのかかわりの中で使う
サインや現在の生活で本児にとって必要となるサインを覚えさせ,家庭と学校で共通して使
っていくことで本児が自ら使うことができるようにしていきたい｡

②を踏まえて(認知的機能について)

一日の学習活動や掃除などを教師の言葉掛けや絵カードなどを見ながら一緒に行うこと 

Te,見通しを持って活動できるようにする○(見通す力を高める) 

活動の申?,何があるのか,どんなことをするのかを本児が理解し,主体的に活動できる
ように,絵カード,文字カードをサインとともに活用して取り組んでいきたい｡また本児の

将来の伝達手段の一つとして考えられる文字(平仮名)についても,学習の内容を提示する

中で意識させていきたい｡
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4　指導目標

学校卒業目標

に伝えたり,相手からの
話し掛けにサインや言葉
などを使って答えたりで
きるようにする｡

学部卒業目標

り取りを高めていくこ

家庭や学校で必要とする
サインを覚えるとともに.
覚えたサインを自ら使うこ
とができる｡

学校での決まった活動を
自分から行ったり.一日の
流れに見通しを持って活動
したりできる

I ●　学校　○　家庭　◎　共通　]

見通しを持って自分

学　　期　　目　　標

[第2期]　　　　　　　　　　　　　　[第3期]

テレビに出てくる人の模倣や 迄�ﾒ�テレビに出てくる人の真似● 刄eレビ(ビデオ)や新聞を 
歌遊びを行う申T,もう一回と 凾竕ﾌ遊びを行う中でlもう- ��教師を諮って一緒に見て,樵 
催促したり,他の人の模倣や歌 刮�ﾆ催促したり,他の人のま 剋qなどをまねたり,教師と広 
遊びを賽求したりすることがで 凾ﾋや歌遊びを要求したりする 剄垂ﾌマークなどを見て,楽し 
きるo ��匡とができるel 教師の｢新制のサインでー 凾ﾝなから措さしたり,教師が 名前を言ったりしてそのやり I取りを楽しむことができる. 

- 亦���������

塵蓋讃罵結露 とができる. 劔 ･繋籠寵三露盤親書 見て,好きな番組を措きすご ���

告畿隷壁豊 ○ 

幌羅こ鶉引 謡え警撃か璽Ja.0サインi �������ﾒ�㊨ ｢新聞〃ティッシュ,テレー iビふろ._緒.杏.して,. i レ掲鵠親言i ら使うことができる○ 

一分蕊措き調 ラ,雨,先生,テレビふろ｣ 劔 

自分の日南のときに｢0. 
のサインを自ら使うことができ ��のサインを自ら使うことがで ��0.0｣の文字カード(名前) 
iるe i 亦�きるo 凾�∑ﾔにはったり.毎日の時 間割を.その頭文字の音を闘 悶謙集結筈l 阜とができる○ 

i 

i教師の言葉を聞いて.その日 iの時間割に合わせて学習カード をI頓番にはることができる. ��ﾂ�自分の日直のと一 〇.Ojの文字カード(名前) ��

I ��ﾘx�ﾃr��､ｨﾞﾘ/�ｻ8踪,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�,Rﾊ"���ヽ一 遍んではつたりすることがで 又��週報を見ながら.その日のi 鸞簿離高揚撃矧 

朝来で連絡帳を出す-かばん ��○ 
を片付ける-更衣に行く,まで 柳ﾂ�B�善幸幸三: 博'8.5運んで指さすことがi｡ i 剋�)を選んで指さずことがで 
の活動を一人でできる○ 劔きる. 

掃除の時間にちり捨てや黒板 劔掃除の時間にトイレ掃除を 
消し掃除.手洗い場掃除の活動 劔絵カードを見ながら,洗剤を 
に見通しを持って自分から行動 劔かける-ブラシでこする一抹 
することができる｡ 掃除の時間にトイレ

教師の言葉掛けと絵力
見なから,洗剤をかけ
ランでこする-床をチ
ラシでこする.の流れ
て行うことができる｡
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5　指導内容及び指導の経過①

学部目標 
好きな歌遊びなどでかかわり合う活動を通して,やり取りを高めていくことができる. 

学年目標 

学 期 冒 ��ｯ｢閏ﾙ�ﾃ吋�7�8ｧxｯ｢��2期(平成9年度1学期) �8ｯ｢閏ﾙ�ﾃ僖�7�(ｧxｯ｢��

新聞のテレビ欄のコピーを見て,好きな番組を 仆8踪,ﾊ)�i[z8,ﾈ5H4898,Rﾉ�X醜�-hﾗ8,�,I�B�テレビ(ビデオ)や新聞を教師を誘って一緒に 
標 仆8*h+ﾘ.な輾麌+X+ﾙMI�x,�8/�WH*�+ﾘ.�+x.�+�,b�間を取ってきて,教師と一緒にテレビ欄や広告の 侈�,Bﾉvﾈ��/�-ﾈ,ｸ+ﾘ.綾8踪,hﾔﾈﾙ�,ﾈ7ﾘ�ｸ4�,�,x/��
ができるo 凉8/�ﾊ�,BﾈﾔH*ｸ,�.�,ﾈ/�輾+8+x,�,x*ｨ,X*ｸ.停�見て,楽しみながら指さしたり,教師が名前を言 ったりしてそのやり取りを楽しむことができる○ 

描 導 内 容 ��ｸ6X8ﾈ7)y8/�4ｸ+X,Bﾉgｸ髦*ｨｴ8,�?ﾈ,�,H輾+8+R�○テレビや広告の欄を通して,教師が尋ねると ��ｸ6X8ﾈ7"�7(6h4著.)�i[x/�ﾊ�,Bﾈ+ｸ+�,偬�,B�
たテレビ番組を教師が言ったり,一緒に見たり 冏ｸ髦*ｨﾔH*ｸ,�.�,ﾈ/�輾+8+X+ﾘ.なｻ8踪*ｨﾔH*ｸ,��･くる人の様子を一緒にまねたり,お互いにまね 
することで,かかわりを深めるo �.�,ﾈ/�ﾋ�,�,Igｸ髦*ｨ輾+8+X+ﾘ.�+X,H耳�,��i[r�し合ったりして楽しみ,かかわりを深める. 
○テレビ欄を見る際に,｢テレビ｣｢先生｣の �/�ﾊ�.�*�*�.ﾘ.�/��ｸ-�.薬�○教師の｢何をする｣の言葉掛けに,自分から 
サインを教師と一緒に行う. ��ｺ)�i[z:(ﾊ�.�:(6X8ﾈ7*:(ﾔH*ｺ:(ｧ�+R�｢テレビ｣や｢新聞｣のサインを使ってその遊 
○好きなテレビ番組以外にも注目させ,かかわ �**8,�,x,ﾈ5H4898/�耳�,俎8*F��びを一緒に行うo 
ることで,興味あるテレビ番組の幅を広げる. ��ｸ6X8ﾈ7)y8決､�,儘ﾈﾙ�.(+ｸ,ﾉ[h鬨,�.�(Ymｨ+8+��○新聞や広告を切り抜いて集めたカードを使い 

多くの文字(形)との符号化を図る. ��ﾘ*ﾘ,ﾉ[h鬚鞍��,h,ﾉXHﾘh嶌/��ﾘ.停�

描 導 経 ��乂xﾕｨ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�【学校での取り組み】 ��乂xﾕｨ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�
｢テレビ欄の番組を見よう｣という教師の働き ��i[x,�,(*(,H,ﾒﾈｻ8踪,ﾉ:ﾘ*ｸｧﾈ*�,Rﾈ耳�,侈��休み時間に過ごし方を本児に尋ねるなどする中 
掛けに,本児も一緒に新聞を取りに行き,楽しむ �,Bﾈ輾+8+X+ﾘ.�5H4898,YUﾈ+X+ﾘ.�+X,Hｧ�+X-�+�,b�で,本児がビデオを教師に手渡したり,サインで 
ようになったo番組名を措きしたものを教師が言 �,ﾘ*�,(+ﾘ*｢ﾈ齷Zｨ*�.y:ﾘ*ｸ*�.�+�,h,ﾘ晴,�*�,"�見たいことを自分から伝えたりする様子が見られ 
つたり,教師が番組について尋ねたりする申T. �+ﾖ�7)(h*�.rﾉ�i[x.h.�.�7(6h4�/�ﾊ�.�+�,h-hｭb�るようになったoビデオを見ながら面白いせりふ 
｢違う｣｢お父さん｣などのサインや番組をイメ ��:H/�麌+Rﾈ7(6h4�/�耳�,���/�+�.なﾊ�+ﾘ.�+x.��や様子を教師がまねることを楽しみ,それをサイ 
-ジした動きも見られたo児自身もこのやり取 �*�*�.ﾘ.�.��ﾘ*h,H*ｸ+ﾚ�-ﾈ+ﾘﾋ韈H,ﾉY�,ﾈ7ﾘ�ｸ4��ンで要､したり,一に行ったりしたo間や広 

りが好きであったが,教師からの働き掛けで-鰭 �.(ﾔﾈﾙ�,ﾈ7ﾘ�ｸ4�/�ｴ8,�?ﾈ.なｻ8踪*ｩkﾉ��/�ﾋ�,�+ﾒ�告でのやり取りでは,本児から切り抜いたガード 
に遊んで楽しむという段階であったo �.�,ﾈ/�gｹdX*ｨ輾+8+X+ﾘ.なｷH,冏ｸ髦*ｨ輾+8+X+ﾘ.��を持ってきて,教師と一緒のかかわりを楽しむ様 
【家庭での取り組み �,ﾈ/�ﾈｻ8踪*ｨﾋ�,�+ﾘ.�+X,H+ｸ,ﾈ*�*�.ﾘ.�/�ｧ�+X/��子が見られたoまた,服のマークでのやり取りも 

過 儘H*ｸ,窺I�x,�8/�,(*�+ﾘ5(78�ｸ/�鰄+��.に^｢�だ｡ 儘ﾈ*ｨ.に�ﾈ,ﾈｻ8踪,�.�+ｸ,ﾉ>�vX,X*�*�.ﾘ,�,H*(*ﾒ�親に教えるなどして学校,家庭で英通の話題を作 ���i.ｸ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�様子が見られた. 
つていった.また,連絡帳を利用して,本児が家 �i.ｸ,�*旭�*(+Rﾈﾊ�+ﾘ6X8ﾈ7(/���xﾙ*�,傚�*(,B�【家庭での取り組み】 
庭でその日に見たいと思ったテレビ番組を教えて �.�.x,�+ﾘ.なﾔH*ｸ,慰ﾈﾙ�,ﾄ4ﾘ/���,ｸ+ﾘ.�+Rﾂ����新聞や広告の切り抜きをコピーして渡し,家庭 
もらうことで,学校でも同じ話題で取り組んだo �.ｸ,hｧxﾕｨ,XｺI,ｨ+X,Bﾈ+ｸ.ｨ,�,(*(,Hﾋ駢Hｧﾈ*�+X+ﾒ�でも同じ話題での遊びを楽しん注.また,本児が 
その中で,家庭と学校の両方で自分の好きな番組 �.な+ｸ,ﾉ>�vX,ﾉMI�x/���/�+�.�+x.�+�,h,Rﾉgｸ髓�学校で遊んでいる様子をビデオで知らせたり,請 
を伝えることができ,喜ぶ様子が見られた. �*�.x,ﾈ輾*ｸ+X.(5H4898*ｩ�ﾘ*ﾘ,X.�.h*H,�,�,�+ﾒ��をしたりして,家庭でのかかわりへと広げた○ 

軸 �"�A ���

考 察 仆8踪*ｩ:ﾘ*ｸｧﾈ*�.�+�,h*ｩ�YKﾈ,X*�,�+ﾘ*｢ﾈ耳��本堀からの働き掛けを増やし,遊びの幅を広げ �7(6h4�.(ﾔﾈﾙ�,ﾒﾈﾋ駢Hｧﾈ*�.(ﾔﾈﾙ�,ﾈ4ｨ�ｸ6�/�ﾞﾂ�にやり取りを高めることができたと考える.今後 �.�+ﾘ-�,鎚ﾚ�ﾎ8,ﾙgｸ髦,ﾈﾔH*ｸ,�>�vX/�(i�8,�*�*��成することで,自分からその遊びでかかわること 
ia,本児が積極的に教師との遊びにかかわれるよ �.ﾘ,(,H*(*�.ｨ,�,hﾖﾈ*h.��-ﾈ+ﾒﾉgｸ髦*ｨｻｹj�/�鰓�も多かつた.他の教師が共通した遊びでかかわつ 
うな課題を設定するとともに,サインを取り入れ �+��-�+ﾘ7(6h4�.(7ﾘ�ｸ4騏h-�.�,ｨ+X,H*�*�.ﾘ,�,B�たことや服のマークなどかかわる話題が近くにあ 
たかかわりをもつと増やしていきたい. �*(*ﾘ,�*�,Rﾈ.(.稲h.�/�+8.x,��ｸ-�,H*(*ｸ+ﾘ*&��つたことから,かかわりも広がった. 



指導内容及び指導の経過(②

学部目標 
家庭や学校で必要とするサインを覚えるとともに.覚えたサインを自ら使うことができる. 

学年目標 

学 期 冒 ��ｯ｢閏ﾙ�ﾃ吋�7�8ｧxｯ｢��2期(平成9年度1学期) �8ｯ｢閏ﾙ�ﾃ僖�7�(ｧxｯ｢��

｢おいしい,おなかがすいた,分かった,仲良 �)�i[rﾈ6X4(6(5h8Rﾈ6X8ﾈ7(-8.ｲﾈ耳�ﾈ罫�｢ごめんなさい,仕事,テレビ楽しい｣のサイ 

標 �*ﾒ�6x488ﾂﾈ��*Bﾈ箸ﾉ�i�h6X8ﾈ7(-8.ｺ8,ﾂ�5H4898/�齪.x諄*H+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�して｣のサインを自ら使うことができるo �98/�齪.x諄*H+�,h*ｨ,X*ｸ.停�

描 導 内 容 ��ｸｻ8�,�5H4898,ﾈ7h8ｨ986x/�ﾆh麌+X,Bﾈｻ8踪*｢�○教室にサインのプリントを掲示して,教師が ��ｸｻ8�,�5H4898,ﾈ7h8ｨ986x/�ﾆh麌+X,Bﾈｻ8踪*｢�使っていく中で,本児への意識付けを図るo 俶x,�,H*(*ﾙ(h,RﾉgｹU�-h,ﾈ�8�WH*�/��ﾘ.薬�使っていく中で,本児への意識付けを図る. 
○サインを使う場面を多くする○ ��ｹuh-�,�,ywhｸ��ｩlｨ,ﾉ(h,X5H4898/�諄*H.h*H,��○興味ある活動を通して,サインを使うように 
(朝の会や給食など,場面を適宜とらえて, �+x.停慰H*ｸ,疫h-�/�,ｨ+X,B�)�i[r�6X8ﾈ7"�する○(家で見たテレビの話題や学校での楽し 
教師の方からサインを使って働き掛けたり,杏 痛gｺ8,ﾈ5H4898/�$�+X,J8,ﾈ5H4898,hﾘx.ﾒ�かっだ活動を通して,教師がサインとともに働 
児からのサインを引き出したりする) �+�,H諄*B��き掛けていく) 
○家庭では冷蔵庫の前にサインのプリントを ��ｸ彿.ｸ,X,ﾒﾉ~)��ﾌ�,ﾉ��,�5H4898,ﾈ7h8ｨ986x/��〇本姫の気持ちを伝える機会を教師が適宜とら 
はり,それを見ながら母親,本児ともに使って �,ﾘ.な+ｸ.ｨ/�ﾊ�,�*�.y^ｩ�Rﾉgｸ垬,h.�,俶x,�,B�えてサインを促す○ 
いく○ �*(*ﾖ��(｢ごめんなさい｣｢楽しい｣のサイン) 

描 導 経 過 ��乂xﾕｨ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�【学校での取り組み】 ��乂xﾕｨ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�
給食前に本児におなかがすいたかを尋ねたり, ��i[x.(6X8ﾈ7(,�,(*(,H,ﾒﾈｷ�-ﾘ鳧ｭH,仆8踪,h*��運動会の練習の後に,本児から｢楽しい｣のサ 
帰りのあいさつなどで,言葉にサインを添えて言 �*�.ﾘ.�,�*稗ﾈ+ｸ.ｨ*ｨﾊ�+ﾘ*(,h*ｸ,�5H4898/�]h,"�インが出てきたり,注意された後に｢ごめんなさ 
葉掛けを待つたりしていくことで,本児からの自 �,Iwhｸ�+x.��ｩlｨ*ｨﾊ�.x.ｨ.�.h*H,�,�,�+ﾖ�ｧxｯ｢�い｣のサインも出るようになってきたe楽しい行 
発的にサインを使うようになってきた.特に学習 佩9Kﾈ*�.x,ﾒﾈｻｹj�,ﾘ7(6h4�,偖y(h+Rﾊ(6X8ﾈ7*2�尊などの場面に教師が一緒に本児にサインを促し 
でよく出るものや,要求場面に出てくるサインに �,ﾈ5H4898,X7(6h4�,ﾈ雹*�/�whｸ�+x.�+�,h.��ﾘ*ﾘﾊ��ていき,本姫の気持ちをサインで返してやること 
ついてはまくっていた○(おなかがすいた,ト �.x.ｨ.�.h*H,�,�,�+ﾒ�)gｺ8,ﾈ5H4898,ﾒﾉ�ﾘ��N��で,気持ちが伝わるぴも見られたo｢テレビ( 
イレ,分かった,先生.雨) 亢ﾘ檍,ﾈｨ�:�,ﾉ(h,Xﾊ�.x.ｨ.�+�+�.�*�,�+ﾖ�-ﾈ+ﾒﾂ�ビデオ)｣のサインは,2期からの継続で遊びの 
【家庭での取り組み】 ��ｩlｨ.(�8ｻX/�ﾊ�,ｨ+X,Bﾉgｸ髦*�.v�$�+X,J8."�中T,見ることを要求するときに使うことが多か 
家庭では.｢ふろ｣のサインを自分から使える �(耳�8,ﾈ5H4898.�諄*H.h*H,�,�,�,H*ｸ+ﾖR�つたoまた,｢仕事｣のサインは現場実習などの 
ようにということであった〇本姫は.下校後更衣 ���i.ｸ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�活動で一緒に使っていくことで,教師の言葉に自 
して,ふろに入るので,家庭でもその場面に合わ �i.ｸ,X.�uﾘ恫,ﾈ曁+(+Y_ｸ,h+X,H,ﾒﾈ7(6h4�,ﾈ雋�分からサインを使うことも多くなったo 
せて使うようにしたe｢ふろ｣のサインについて ��H*ｩ(i�8,X*�.ぬ(6X8ﾈ7*8,ﾈ5H4898,X7(6h4倩ｲ�【家庭での取り組み】 
は自分から使うこともあったか.本姫が詰まり好 きではないので頻繁に使うことはなかったoまた 乘ｸ/�whｸ�+x.�+�,h*ｩ�ﾘ*�,(+ﾘ�ｸ-ﾈ+ﾘﾆ��H/�ｦ�*h+ﾒ�連絡帳で使ったサインについて書いてもらった 

鶉緒'覿討誓紙手許誌警曹濃 �.にgｸ髦*ｨ諄,�+ﾘ5H4898/��ｩlｨ,�,x,�,(*(,I&ﾘ.r�ほかのサインについては.｢おなかがすいた｣は よく使っているということであったo 凾ｹたりして一家庭でも機会をとらえて,サインを 
えたとのことであった○ 俶x,�,H*(*ﾘ.h*H,�+X+ﾒ��

綱 �2�B ���

考 察 冏ｸ髦,ﾉwhｸ��ｩlｨ.(ﾔH*ｸ,�+�,bﾈｧxﾕｨ,ﾈﾈ�-ﾈ,�+ﾒ�活動や状況を見通してサインを使う様子が見ら �i.ｲ隗xﾕｨ,Y��ﾆx+X,Hｧx��ｩlｨ,�,x,ﾈｴ�檍/�,b�活動の中では,自分からサインを出す機会も多か ��X+ﾖ�+ﾘ+�(6X4(6(5h8Z8,ﾒ韈y;�,ﾈｴ�檍/�,h.r�らえてサインを使うことで増えていったo特に｢ 

読親鶏盤瑳縫縫霧幸縛祷窄 ンを使いやすい内容を設定していきたい○ �*h.�+�,h*ｩ>�+X*ﾘ諄*H+�,h.�-�,h/�,x,�*�,�+ﾒ��楽しい｣のサインは,行事の中など本児が喜ぶ場 
詣謹琵論語茄語轢鮮ちを伝え 冤ｨ,X5H4898/�耳�,俶x,�+ﾘ.なｴ8鰄+�/��8*��-��+ﾘ.�+X+ﾘ+�,h*ｩ�ﾘ*h+ﾘ+�,h,�,(,�*ｨ,(+ﾘ,hﾖﾈ*h.停�



指導内容及び指導の経過③

学部目標 
学校で決まった活動を自分から待つたり,一日の流れに見通しを持って活動したりできるようにする○ 

学年目標 

学 期 冒 ��ｯ｢閏ﾙ�ﾃ吋�7�8ｧxｯ｢��2期(平成9年度1学期) �8ｯ｢閏ﾙ�ﾃ僖�7�(ｧxｯ｢��

敦肺の言葉を聞いて,その日の時間割に合わせ 仆8踪,ﾈﾋ駢H/�[x*(,H齷Zｨ,ﾉ?ｩ+ﾈ,ﾈ,h*ｸ,�#���自分の日直のときに｢0.0.0｣の文字カー 
標 ��rﾈｧx�4ｨ�ｸ6ｈｾｨｧ�,�,r�/��MH,�,ﾘ.�+�,h*｢�0.0｣の文字カード(名前)を順番にはったり �6ｉkﾉ��/��MH,�,ﾘ,�+ﾘ.にh�?ｨ,ﾈ鳧ｭHｨH/�+ｲ�
できる. 冑�?ｨ,ﾈ鳧ｭHｨH,ﾈｧx�4ｨ�ｸ6ｈ+�*(+ﾘ/�,�,r�/��の頭文字を聞いて,｢-せいたん｣などのカード 

選んでばつたりすることができる. �/���/�,X,ﾘ,(+ﾘ.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.停�

描 輩 内 容 ��ｸｻ8踪,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�.(5H4898/�ﾊ�,Bﾈ自?ｨ,ﾈｧx��○教師の言葉掛けやサインを見て,一日の学習 ��ｸｻ8踪,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�.(5H4898/�ﾊ�,Bﾈ自?ｨ,ﾈｧx��
の流れを学習カードで確認しながら,カードを はる. �,ﾉzﾈ.ｨ/�ｧx�4ｨ�ｸ6�,XｦﾙDh+X,�*ｨ.rﾈ4ｨ�ｸ6�/��の流れを学習カードで確認しながら,カードを 

はる. �,ﾘ.停�

○教師の言葉｢おんがく｣と学習カード｢音楽 ��ｸｻ8踪,ﾈﾋ駢H/�[x*(,Bﾉkﾉ��,ﾉ[h鬨4ｨ�ｸ6�/����○教師の言葉を聞き,名前の文字カードを選ん 
｣のマッチングをする｡ �/�+�.に[ﾘ嵋kﾈ,ﾈｧx�4ｨ�ｸ6�/��ｨ/��h.�+x.停�だり,頭文字を聞き学習カードを選んだりする 
○｢音楽｣など,学習カードにあるサインを教 ��ｸｧx�4ｨ�ｸ6�,�*�.�5H4898/�ｻ8踪,h耳�,俶x*B�○学習カードをはりながら,その学習のサイン 
師と一緒に使うo 凾�gう. 

描 導 経 過 ��乂xﾕｨ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�【学校での取り組み】 ��乂xﾕｨ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�
本児が分かっているものもある漢字の学習カー 仆8踪,ﾈﾋ駢H/�[x*(,Bﾊ(+�*(+ﾘ/�8,�,y[ﾘ崢�学習カードは,教師が頭文字を指さし,読むこ 
ドで取り組んだ｡最初は∴2枚のカードの中から 冖ﾈ,ﾉ:ｩ[h鬨/�ｺﾙ+(+X+ﾘ4ｨ�ｸ6�/�����+X,H*(,(+ﾘ*｢�とで選んでいった.始めは2,3枚の中から行い 
選択させ,徐々に数を指やして選択させていき, 冏ｸ髦*ｨｨ�:�,仆ｹj�/�鰄,�,H竧.��x-�+ﾘ,ﾈ,Rﾃ(ｯ｢�全部のカードから選べるようになった.カードを 
全部の学習カードについて,はることができるよ 佩9Kﾈ,�,ﾒﾈ-�,h/�,x,X*ｸ.�.h*H,�,�,�+ﾖ�+ｸ,ﾉ(b�教師と選ぶことが好きな活動になり,自分から取 
うになった.また,その中で学習の節目のサイン �,X自?ｨ,ﾈｧx�,�.�ﾊ�,ｨ+X/�鰄,�,H*ｸ+ﾘ.h*H,RﾃB�り組む姿も見られた03期後半は,係が書いた漠 
(給食.更衣)なども見られるようになり,一日 ���ｭImｨ,ﾈｧx�,ﾈﾎ8,通(ｸｹ��8,ﾈ5H4898/�+x.�,��字の文字を見ながら選ぶこともできた.その中で 
の学習の流れを確認していくことが見られた.サ �,x,ﾉvﾈ��*ｨﾊ�.x.ｨ+ﾒ�-ﾈ+ﾒﾈ*�,�*�*ｨ+x*(+ﾘ,h*ｲ�学習への見通しも高まり,授業が終わると次の授 
インについては,教師がカードの選択を中心に指 �,�,x.�ﾈ齷Zｨ,Xｧx�4ｨ�ｸ6�/�輾+8+Xｻ8踪,hｦﾙDh+R�業の学習カードを指さしたり,サインを使ったり 
馨したため,本児と一緒に使っていくことが少な かつた. 【家庭での取り組み】 �,�*ｨ.z(-ﾈ+�8,ﾈ5H4898/��+Rﾉ��-x+ﾘ*(ｴ8鰄+��する様子も見られたoまた,サインは学習カード 

をコントロールする様子も出てきた. �/�ｦﾙDh+x.�(h,Xｻ8踪,h耳�,俎8*"ﾈ���,俾兒ｨ*��
【家庭での取り組み】 �.x5H4898/�諄*Ivﾈ��.�ﾊ�.x.ｨ.�.h*H,�,�,�+ﾒ��

週報を見て,その日にある学習について,母親 竸ｩ�X*ｨ鑄,兌ﾘ嵋kﾈ,X+ｸ,ﾉ?ｨ,ﾈｧx�/���*ｲﾉ<x-��【家庭での取り組み】 
が知らせ,一緒に指さして確認したり,下校後そ �+�,h,Ygｸ髦*ｨ+ｸ.ｨ/�輾+8+X+ﾘ.な岑ﾕｨﾎ9gｸ髦,俑��学校で使っている学習カードと同じカード(パ 
の日の学習について,本児に尋ねるなどの取り組 �?ｨ*�,�+ﾘｧx�,�,(*(,I[x*ﾘ+�,h,Rﾈｧx�.(ｧx�>��ネル式)を作って渡し,家庭でも取り組んだ○週 
みの中で,一日の学習について本児から尋ねる揚 况X/�5H4898,YUﾈ+8+�+ﾘ.�+X,H竧.��x/�,X*ｸ+ﾒ闌r�報を使ってその日の学習について選んだり,下校 
面も見られるなど,一日の学習を意識する様子が 倬�*�.rﾈ+ｸ,ﾉ?ｨ,ﾈｧx�/�5H4898,Xｻ8*h.�+�,h.�*��後何があったか尋ね,カードを遷ん潜りしてきた 
見られたo �,(+ﾒ��た○ 

純 ���A ���

考 察 冏ｸ髦,ﾈｻｹj�隴i�8,iDi&ﾙ4亢�Eﾈ,ﾉ|ﾘ*�.yuﾉ�ｨ撃�平仮名の学習カードについても言葉を言うと選 仆ｹj�*�.乖�:�,Rﾈｻ8踪,h5H4898/�諄,�,H*(,�+ﾒ�+�,h*ｨｧx�-h,ﾈﾊ�,ｨ+X/�ﾘ(*ﾘ+Rﾈ5H4898,X鵁,ﾈｧr��/�ｻ8*h.�+�,h.��,H*ｸ+ﾘ,hﾖﾈ*h.定-ﾈ+ﾒﾈｧx��4ｨ�ｸ6�.�+x-x,H,ﾘ.ｨ.�.h*H,�,�.に[ﾘ嵋kﾈ,ﾉ[h鬚�
上にすぐに選ぶことができるようになった.2期 ���,X*ｸ.�.h*H,�,�,�+ﾒ�8ｯｨ,ﾙ:ｩ[h鬚閏ﾘ嵋kﾃ��
では,保護者の要望でもある平仮名に視点を軽い 兌h鬚�,倩ｹ5�/�'X*(,H竧.��x/�,X*(*ﾒ隗x�,侈��
た取り組みをしていく. �,ｨ+X*ｨ鰄,H.�.h*H,�,�,�,H*ｸ+ﾘ+�,h,Rﾈ齷Zｨ,ﾈｴ2�

持ちや行動を調整できる部分も多くなった. �,h尸�ｨ,h7ﾘ6(6�984�,X*ｸ.�.�,ﾈ.��ﾘ*h+ﾖ��



6　考察とまとめ

(1) 1期の全体考察

l期では,まず本児と好きな遊びを一緒に行う中で,同じものを見て楽しむ｢並ぶ関係｣が

高まり,その中でサインもいくつか使うようになった｡これは,アセスメントから家庭で好き

な遊びを知り,それを学校でも行い,共通して取り組んだことに起因するといえる｡興味ある

遊びが少ない本児にとって,好きな遊びを家庭･学校で共通して行い,かかわっていくことで

教師と遊ぶ楽しさ,遊ぶ楽しみが倍増したことが本児とのかかわりを大きく深めたと考える｡

サインについては, ｢まだ｣ ｢更衣｣などが家庭,学校でも見られるようになってきた｡こ

れは,保護者との連絡帳に家庭で使ったサインについて

書いてもらったり,学校で使ったサインを連絡帳に善い

たりして取り組むことで,本児の伝わることの充足感

が,伝える機会,場面を増やしてきたと考える｡サイン

の中で必要と考えるものについても家庭と話し合い,具

体的に目標に挙げて取り組んだが･使うことは少なかっ　T二

た｡これは目標に挙げたサインの数が多すぎたため,保

護者や教師,本児の意識が薄くなってしまったことが考

えられる｡また,本児と遊ぶ際も,まだ教師からの働き掛けが多く,本児からサインを使うこ

とがあまりなかったり,本児自らがサインを使う機会を設定するまでに至らなかったりしたた

めだと考える｡

一日の活動の流れについては,時間割どおりに学習カードをはることに取り組んできたがす

ぐにできるようになり,次の学習を教師と指さすなど流れを意識する場面も見られた｡これ

は,ここでの言葉とカードのマッチングが,本児にとって興味のある活動になり,教師と一緒

にカードはりを楽しむ(提示の関係)ことができたためだと考えられる｡また,家庭でも,同

じようにマッチングをして学習を確認したこともその成果といえる｡

(2) 2期の全体考察

2期に入ると,教師の働き掛けだけでなく,一緒に遊ぶ中で,本児が自分のすることを見て

ほしい,というような｢提示の関係｣が見られるようになった｡これば　教師が1期での遊び

の内容を広げていったことで,本児の遊びの中で伝えたいこと(これを見てはしい,してほし

い)が増えてきたからだと考える｡また,この間も連絡帳を利用して,本児の好きな話題で共

通してかかわったことにもよるだろう｡ 2期の後学からは,ビデオを見ることや服のマークを

指さして遊ぶことに興味を持ち,自分から教師にかかわる姿も見られた｡これは, l期の取り

組みT,家庭での遊びを学校でも教師と楽しめたことが,自ら教師に自分の好きな遊びを伝え

る働き掛けにつながってきたと考えられる｡

かかわりが深まるにつれてサインもよく使うようになってきた｡特に2期の後半になると,

｢一緒｣のサインを場面や状況に応じて使うことが見られた｡最初は同じものを指さして｢一

緒｣のサインを使うだけだったが,何か活動をするときに教師の方を見て, ｢一緒｣のサイン
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を使う姿が見られるようになった｡これは,教師と｢一緒にしたい｣という気持ちの表れたサ

インであり,本児とのかかわりが深まったから見られたものだと考えられる｡

このような,気持ちを表すサインにつ

いては家庭でも見られた｡校内宿泊の

後,母親に楽しかった気持ちを,冷蔵庫

にはってあるサインのプリントを指さし

教えたとのことであった｡このことは理

解言語が多く,認知的機能の高い段階に

ある本児が,まだサインを覚えていない

母親に自分の気持ちを伝えるために,サ

インのプリントを使った場面であり本児

の気持ちを伝える有効な手段だったと考

).I'-楓で �� 

〇一〇〇°"〇〇一三∴ ����≒｢ �3�"ﾓ"�?｢sｶ��

率鴬:ふ=-,-.ゝir/ ミJA .1`きくブ じれ5電照も｡壇 劔��ふｳ#�#R������-8�yX���

一二一一一一一i 

ヘ=∴'〆一書｢｢蜜iも 

奮驚 

繕-,-iiS;. ーゞ,.､./ 

える｡そしてこれは,教師が保護者にサインの連携を図るために渡していたプリントを冷蔵庫

にはっていたためであり,本児の母親への働き掛けが家庭にサインを意識付け,理解を深めた

場面でもあったと考えられる｡

学習カードについては,保護者の要望でもある平仮名へと視点をおいたカードを使って一日

の活動を教師の言葉掛けで順番にはっていった｡その中で･,学習の大まかな流れを見通した様

子が見えてきた｡ ｢給食｣や｢更衣｣については,学習カードをはるとき以外にも,教師に流

れを確認する意味でサインで尋ねてくることがあった｡これは,自分自身で流れを確認し納得

することで,本児が｢給食を食べたい｣ ｢更衣がしたい｣という気持ちをコントロールしてい

たと考えられる｡

(3) 3期の全体考察

3期に入ると,教師との遊びの中で･,広告を切り抜いて集めたカードや服のマークでのやり

取りが深まっていった｡これは本児の好きな広告のカードを作成したことで,教師に鋤き掛け

る対象(広告カード)がすぐそばにあり,楽しみな話題で何度も働き掛けることができたため

だと考える｡ 2期から見られる服のマークでのやり取りも同じことが考えられる｡担任教師の

服のマークでのやり取りが深まったことで,自分の服や近くにいる教師の服へも興味を持ち,

i-.-.---;ー/ぎi 凵� 

晶､i蕪繕渋発馬増＼ �:∴; �� ･# 
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自分からかかわって遊びを楽しむ姿へと発展

していったのであろう｡ここでは,本児のか

かわる対象となるものが,目の前にあったこ

とが,本児のかかわりを広げていったといえ

る｡

かかわる楽しみ,対象が広がったことで,

本児がサインで伝えることも広がってきた｡

服のマークでのやり取りでは,同じマークを

見付けて｢一緒｣のサインを使う様子が多く

見られた｡これは教師がサインを使ってやり



取りするうちに, ｢一緒｣のサインを教師と一緒に使うこと自体が楽しみになり,それが遊び

の中に取り入れられ,自ら使うようになったためだと考える｡同時に周りの教師が本児の遊び

を理解し, ｢一緒｣のサインを使ってかかわったことも大きな要因であろう｡このことで,本

児がサインを使うことも増え, ｢一緒｣のサインだけでなく,ほかのサインで周りの教師へ伝

えようとすることが見られたと考える｡また, ｢楽しい｣のサインのように,本児が自分の気

持ちを伝えるサインも見られるようになった｡これは. 2期で覚えた｢楽しい｣のサインを,

本児が楽しんでいる行事や遊びなどをとらえてサインを促していったことによるだろう｡楽し

いという気持ちを一緒にサインで表すこと?,分かってくれる人がいて,その気持ちを教師と

共有できる喜びをサインで確認できたからであると考えられる｡

学習カードについては,漢字カードを見て,自分で平仮名のカードをはる姿が見られた｡こ

れは,家庭･学校と同じ形式のカードを作り取り組んできたことにもよるだろう｡ l期から段

階的にカードやその言葉掛けを工夫してきたことも,本児の平仮名への意識を高め,文字と言

葉のマッチングができるものを増やしたと考える｡学習への見通しも高くなり,授業の後に次

の学習カードを指さしたり,サインを使って教えたりするようになったが,これは学習カード

のはかに言葉･サインも一緒に指導していったことで,学習を関連付けやすくなったこともい

えるであろう｡

(4)ま　と　め

･アセスメントから,本児の課題をとらえて指導したり,家庭･学校と共通した取り組みを

したりする中で,本児とのかかわり( ｢提示の関係｣ )が深まり,遊びの内容も広がり本児

からかかわる姿が多く見られるようになった｡また,担任教師だけでなく,ほかの教師に同

じ遊びでかかわっていく姿へと発展していった｡

･教師とのかかわりを深める中で,要求場面以外にも自分からサインを使うことが増えてき

た｡また,状況や場面に応じたサインや行動を調整するサインも見られるようになった｡家

庭･学校でサインで伝わる喜びが増したことで,本児がサインを使って様々な人に主棒的に

かかわる様子が見られるようになった｡

･家庭･学校で決まった活動へ取り組んだり,一日の学習について確認したりする中で,杏

児が自分で考えて行動する姿が多く見られるようになった｡

7　今後の課題

･本児が,今後やり取りを深めるための対象

(もの)の模索｡

･本児の気持ちを表すサインなど',抽象的な

サインの習得｡

･本児がサインを使える場の設定と教師の働

き掛けの工夫｡

･家庭と学校での更なる連携とサインを使う

ための環境の工夫｡
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T, Y児のサイン･文字の習得状況

[1　期]

○　覚えているサイン(l期:平成8年3学期現在)

靴　　　　　･　牛乳　　　　　･　自転車　　･本

はし　　　　　･　アイツシュ　　　･　コップ

いす　　　　　･　かばん　　　　　･　電気

電話　　　　　･　スプーン　　　･　カメラ

すべり台　　･　帽子　　　　　･茶わん

ハンガー　　･　休み　　　　　　･　ボール

食事　　　　･はさみ　　　　･違う

テープ　　　･　時計　　　　　　･　分かる

お母さん　　･　車　　　　　　　･曇り

お父さん　　･　おいしい　　　･　歩く

ふろ　　　　　･　病気　　　　　　･　一緒

○　覚えていて,学校･家庭で使うサイン(1期:平成8年3学期)

学校 刮ﾆ庭 

状況 唸-ﾈ+��X6�8�487R逸B��X*�,�*�*ｨ+x*(+ﾒ�

更衣 唳��*ﾙ(Y�h*h/�+X+ﾘ*(,h*ｸ,冽hｸ�+x.佝�,X諄,�+ﾘ.なﾜXﾎ8,ﾈ��
業の後に次の活動(更衣)を確認するときに使ったりする○ 唸ｪh*"�X6X8ﾈ7"�Y��.��

まだ 唸ｻ8踪,乂x�ｨ�:�,�,(*(,I��,ｸ,H*ｸ,Bﾈ+ｸ,ﾈｨ�:�,ﾈ鳧ｭH*ｨ*ｸ,B�
いないと知らせたときに,自分で使うo 唸*ﾘ+8*"�X*H.�+8*"�

雨 唸畑*ｨﾗ�,�,H*(.�,h*ｸ�ｲ�

だめ 唸訷,U�/�,(*ﾘ.��ti$(.(齷Zｨ*ｩ(ﾘ�8+8.ｨ+ﾘ,h*ｶ��

トイレ 唸6x488ﾈ,俎8*ﾘ,h*ｲ竏岔Z�YH/��x.鋳�

音楽 唸尨ｧ�,ﾈ�ｼh*ｨ跖-ﾈ.����ｲ�

○　音声と文字のマッチング状況

･　いくつかのひらがなの中から選択できた音

[あ　い　う　え　お　か　き　こ　き　た]

･間違うことがあるが選択できる音

[す　せ　そ　つ　と　し]
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[2･3期]

○　覚えたサイン

･楽しい 唸*ｸ.ｨ*"�･好き 唸詹6�*B�･数学 

･痛い 唸刪*"�･嫌い 唸鰄,"�･美術 

･新聞 唸�h.��･ごめんなさい 唳�i%��･体育 

･仕事 唳uh-B�･作る 唸ﾙ�ﾎ｢�･作業 

○　自ら使ったサインの一例

月日 �5H4892�場面 ��8ｻR�

2 期 滴ﾈ�#Y?｢�走る �i.ｲ�小運動会でどんなことをするのかを母親に尋 

ねられたとき○ 

5月6日 亶�-ﾒ�学校 �(6�5�.)6H棈,ﾉy駅�8,ﾈｧx�,Rﾈ�(ﾆ�夊-hﾗ2�
つたときに閉店だつたのを見て○ 

5月21日 �*�,�*�*ｨ+x*(+ﾒ�家庭 做���+X,H*(,Bﾉn�(h,冦ｨ*ｨｦ�-�(,x*H+X+ﾒ�
の｣と聞かれて○ 

6月2日 乂�+X*"�家庭 �(ﾕｩ>��I�8/��*h+ﾙ?ｨ,ﾉn�,痛~)��ﾌ�,�,ﾒ�
つてあるサインのプリントを指さして○ 

6月7日 �ｨ��学校 仄I,ｨﾞﾈｼh,Rﾂ�ｩ%8ﾞﾈｼh/��8+8.ｨ,Bﾉ%9D8ｻ8蹌�
の顔を見て○ 

7月.8月 倆B�家庭 �7ﾘ4�6�6�8ｸ6�,俎8*ｸ+ﾘ*ﾘ,Bﾈﾔﾈﾙ�w�鑄/�v�+2�

(夏休み) 劍+Rﾊ(*ﾘ.�-ﾊ8,ﾈ5H4898/�+X,Iwhｸ��ｲ�

3 期 祷ﾈ綺?｢�母親 乂xﾕ｢�教育相談のある日に,教師の服装を見てサイ 

ンを使って母親が来ることを教える○ 

帽子 乂xﾕ｢�好きな運動会の練習に早く行きたくて○ 

9月9日､ �+(-�/�,�+8*"�学校 ��i%�,ﾈ鳧ｭBﾄ��i�h,偃�/��+Rﾉ(ﾘ�8+8.｢ﾂ�
その後の給食時間に○ 

9月10日 乂�+X*"�学校 ��:陞�,ﾈ8ｨ5�8�,ﾉ�ｸ�,ﾈﾎ2ﾈｴ�.�7)(h,�%9D2�
教師の肩をたたき,教える○ 

9月12日 �ｨ�,��学校 ���i�h,e��i�h,ﾈ5x88�ｸ5x,ﾈ8��ｸ4ｨ�ｸ*ｨ耳��
であるのを見て,指をさした後に○ 

9月19日 �r�学校 儖ﾈ��(+�/�,域H馼/�+X,H-ﾘ+ﾘ**8,ﾉ(h,Rﾈ襭�
事にはどんなものがあるか尋ねられて○ 

9月24日 �-ﾈ+��学校 亢�.�,ﾈﾕ��,ﾈﾝｸ,仆8�,�*(.冏ｸ髦,�(ﾕ��,��
行かないの?｣と言葉を掛けたときにo 

10月2日 �ｨ�,��学校 俥ﾈｼh,ﾈ鳧ｭBﾉZｩ%8ｨ�:�/�跖-�.���,鎚����b�
に対して○ 

更衣.まだ 乂xﾕ｢�授業中,実習生に対して,早く帰りたい気持 
ちを表して｡ 

10月7日 ��i�b�-ｨ*ﾘ耳��学′校 仆8踪,ﾈﾄ8岑,h齷Zｨ,ﾈﾄ8岑/�輾+8+X,Bﾈ7ﾘ�ｸ4��
が一緒であったのを見て○ 

先生 乂xﾕ｢�車のおもちゃを転がして教師とかかわってい 
たときに担任教師とその遊びがしたくて○ 

10月27日 乂�+X*"�実習先 侏ｸ�ｨ����h,X耳�,俶H馼/�+X,H*(.�%9D8ｻ8蹌�
近,仕事をしなから○ 

10月31日 兒�*ｨ+x*(+ﾒ�実習先 侏ｸ�ｨ����h,Rﾈ*�.(,(,ﾈ鳧ｭH*ｨｽ�*ﾘ,�.な���
長さんに対して○ 

11月19日 ��*ｸ.ｨ*"�学校 ��X檍,ﾈ鳧ｭH,冦ｩUx/�ﾈ�-�.�,h*ｸ,偃�/�ｹ8+��
て○ 

○　音声とマッチングできる文字　　　[せ　し　び　ろ　す　が　く]
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【事例Ⅱ】　伝える手段を身に付け,豊かにやり取りすることを目指したK. M児の

指導

1対象児の概要(初期アセスメントの結果から)

(1)対　象　児　　K. 班(女)　小学部2年　CA　8歳5か月(平成10年1月30日現在)

(2)家族横成　　両親,本人,祖母

(3)生　育　歴

･出産時:出産直後は泣かなかった,黄だんあり

･乳幼児期:離　　　乳　0歳5か月　　座　　り　1歳0か月

首のすわり　0歳8か月　　一人歩き　2歳0か月

(4)教　育　歴`

･　S福神センター　2歳8か月～3歳7か月　歩行訓練

･ M学園(福岡の福祉施設)　3歳8か月-4歳7か月

･本校小学部(平成8年4月入学)

(5)諸検査結果

･辰見ビネ-知能検査　　IQ: 33　　MA　2:10　(平成9年5月実施)

･　S-M社会生活能力検査　SQ: 43　　SA　2:8　(平成7年11月実施)

身辺自立 �ｩ:��作業 �8躪ﾏ�ｫr�集団参加 俾侘�9ﾙ�r�

3:3 �#｣B�3:3 ��｣2�2:7 �3｣b�

(6)身体機能

･手指については,右の親指のあ脱ぎゅうがあり,はかの指もまっすぐ伸ばすことができな

い｡しかし,できる範囲で手指を動かそうとする様子は見られる｡

･身体の動きについてもぎこちなさがあり,ときどき転んでしまうこともあるが,身体を動

かすことが大好きで,遊具や自転車などに積極的に取り組む様子が見られる｡

･口の周りの動きについても,食事の際はかむことが不十分だったり,うがいができなかっ

たりとぎこちなさがあり,発音もか細く｢あっ,あっ｣というようなものがほとんどであ

る｡

(7)行動の様子について

･人なっこい性格で　自分から知っているサインを使ってかかわろうとするが,やり取りが

続かない｡

･家庭では,頑固な面があり,自分の思い通りにならないと気が済まないようであるが,学

校では友達の強引なかかわりに何も言えずおどおどしていたり,担任にも自分の気持ちを伝

えられなかったりすることがある｡

･学習や日常生活場面では,繰り返しの活動により自分で見通しを持ち行動することができ

るが,注意力,集中力が続かない様子が見られる｡

-　24　-



(8)コミュニケーション

〇　人やものとのかかわりに関して(実践資料5参照)

･家庭においては,母親と目を見て気持ちを感じ合うというように,親密な関係である｡

また,本児のサインを母親が受け止め,言葉で本児に返すというようなやり取りの際に,

本児が気に入らないことがあると｢いや｣と主張したり,怒ったりするというように,本

児が自分の気持ちをぶつけられる存在である｡

･担任にも,サインを使って話し掛けてくることがあり,言葉で返すとうなずいたり,首

を振ったりしてやり取りする様子がある｡しかし,そのやり取りは,いくつかのサインを

繰り返し使うことで訴えるというようなものであり,話題に広がりが見られない｡また,

｢トイレ｣のサインをすることができるが,教師の言葉掛けがなければ自ら伝えることが

ないなど,自分の気持ちを積極的に伝えられるような関係には至っていない｡

○　認知的機能に関して(実践資料6参照)

｢注憲するカ｣に関しては,日常よく目にするものや自分の好きなものについては｢弁別

する｣ことができるようである｡しかし, ｢見る｣ことばでさても,興味･関心のあるもの

以外には注意が持続しにくいといった実態が見られる｡

｢イメージするカ｣に関しては,自分の名前の平仮名カードを選べるなど, ｢符号化す

る｣ことができるが,文字を言葉としてではなく形としてとらえている状態であり平仮名の

読みとの対応は不十分である｡

｢見通す力｣に関しては,固定施設や自転車といった身体を思い切り動かして遊ぶことの

できる遊具に自らかかわっている｡また,日常生活で繰り返していることについては,先を

見通して行動する様子が見られる｡しかし,手指の動きを伴うものについては,注視が続か

ず,目と手の協応が難しいというように, ｢ものに向かう｣場面が限られている｡

｢模撒するカ｣に関しては,模倣場面で,本児のできる動きであれば｢覚えた動きを模倣

する｣ことができる｡しかし, ｢新しい動きを模倣する｣際にも,手指の巧ち性を伴う動き

や左と右で違う動きをする分離模倣,自分の目で確認できない動きの模倣などは難しい場合

が多い｡

○　サインに関して(実践資料7参照)

手指の動きが不十分で,指で｢2-4｣を作る

ことが難しいが, ｢お母さん｣のサインは左手の

薬指を右手でさすことで表すなど,できる動きで

表そうとする様子が見られる｡また登下校で利用

する｢バス｣のサインを｢車｣と｢友愛パス｣で

表すなど,独自のサインやサイン連鎖も見られ

る｡このように,日常生活場面で関心の高いサイ

ンを覚えたり,独自のサインで表したりする様子

が見られる｡
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｢お母さん｣のサインを使っている様子



(9)本児の現在の課題

本児の行動の様子を見てみると,本児は自分からサインを使ってかかわろうとすることがで

きるが,使うサインが限られており,やり取りが続かないといった様子が見られる｡これは,

｢やりとりの関係｣が深まっていない,習得しているサインが少ない,という状態である｡

アセスメントから分かるように,本児はやり取りができるものの,遊びの際はものに向かう

場面が限られていたり,やり取りのある遊びよりも,まだ並んで同じ遊びをすることを楽しむ

状態である｡また,担任とは共有する話題が少ないといったことから｢やりとりの関係｣が高

まらないのではないかと考える｡

また,やり取りが続かない理由として,本児が言いたいことを表す手段を十分に身に付けて

いないということが考えられる｡アセスメントから,注意の持続が難しく,不可視的な模倣や

左右の動きが違う模倣ができにくいといった実態が見られるので　その部分にアプローチしな

がら新しいサインを習得することができるようにしたり, ｢符号化する｣ことを高め,自分の

言いたいことをサインで表現することができるようにしたりする必要があると考える｡

2　児童生徒.保護者の考える将来の生活及び要望(子供や保護者の意見を聞く会より)

(1)保護者の考える将来の生活

･手に職を付けさせ,就職させて自立させたい｡

･民間の企業がいいか,施設などがいいかは,実際の職場を見たことがないのでよく分から

ない｡

(2)児童生徒.保護者の要望

ア　コミュニケーションに関する要望

･言語理解はできるが言葉がないので,相手に気持ちを伝える手段を身に付けさせたい｡

･家では,嫌なことがあると, ｢いや｣というように座り込んだり,寝転んだりして抵抗

するが,学校などはかの場面では我慢することが多く,意思表示をあまりしない｡家庭以

外の場面でも意思表示ができるようになってほしい｡

･様々な体験をさせて,話したい,伝えたいという気持ちを高めるようにしたい｡

イ　その他に関する要望

･　基本的生活習慣を確立させ

たい｡

･　集中力と持続力を身に付け

させたい｡

:L: 調�∴′ ∴∴∴一i∴ i::ii,::持i ∴∴∴/(∴ ��謹.-.-). 
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担任とのやり取りの様子(｢車｣のサイン)
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3　指導方針

(1)本児の将来の生活について

｢子供や保護者の意見を聞く会｣から,将来の生活におけるコミュニケーションということ

を考えるときに,次の二つの要望が大切になることを共通理解した｡

○　相手に気持ちを伝える手段を身に付けさせたい｡

○　様々な体験をさせて,話したい,伝えたいという気持ちを高めるとともに,家庭以外の場

でも憲思表示ができるようになってほしい｡

(2)本児の現在の課題と将来の生活を考えて

本児の現桂の課題を基に保護者の要望を踏まえ,次の二つの指導方針を設定した｡

①担任との関係を深め,興味.関心を広げるとともに,やり取りを楽しむことができるよ 

うにする○ 

まず,学校で一番身近な存在である担任が,本児との共感関係を深め,本児が自分の気持ち

を十分に伝えることができるような存窪になることが大切であると考えた｡そこで,本児の好

きな遊びを一緒にしたり,同じ体験をしたりするような｢並ぶ関係｣から,アプローチしてい

くことにした｡そうして,次第に興味･関心を広げながら,いろいろなものとかかわらせた

い｡そうするなかで楽しい体験を重ね,伝えたい,話したいという気持ちを高めることができ

ると思われる｡また,体験を共にすることで同じ話題でやり取りすることができ, ｢やりとり

の関係｣を深めることにつながるのではないかと考える｡

②サインをはじめとして伝える手段を身に付けることができるようにする○ 

自分の気持ちを伝えるためには,それを表す手段を身に付けなければならない｡本児が入学

してからサイン指導を行ったところ,すぐに覚えて使う様子があったり,自分でサインを考え

て表現したりといった場面が見られたことから,サイン指導が本児にとって有効であると考え

た｡そこで,日常生活に即した場面で,本児のできる動きを考慮しながらサイン指導を行って

いくことにした｡サイン指導では,家庭や学校の日常生活で必要とするサインとして,学習に

関するサインや｢トイレ｣のサイン, ｢いや｣のサインをはじめ気持ちを表すサイン,本児の

好きな遊びを表現するサインを中心に指導を行うことにした｡また,本児がサイン指導の際に

よく見ていることから,サイン指導を進めながら注意の持続をねらうとともに,本児のできる

動きを考慮しながら,不可視的な動きや左右分離の動きのあるサインを模倣できるようにする

といった｢模倣する力｣の指導も行っていきたい｡本児の話したいことを伝えるためには,サ

インと併せて,写真カードなども取り入れ,本児にとって伝えやすい手段から,次第にサイン

に替えていったり,本児の名前カードを手掛かりに平仮名の文字につなげたりと｢符号化す

る｣ことを行いながら,サイン,文字といった伝達手段を習得することができるようにしてい

きたい｡これらの指導に当たってla,連絡帳で知らせ合ったり,登下校時に話をしたりして家

庭と連携しなから進めていきたいと考える｡

(3)具体的な指導について

指導方針を踏まえて,具体的に指馨していきたいことは次のようである｡ (-学部目標)

興味.関心のある遊びや活動を一緒にしたり,いろいろな話題でやり取りしたりして,敬 

師や友達と楽しくかかわり合うことができるようにする○ 
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｢並ぶ関係｣を深める　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

本児の好きな遊びを一緒にしたり,本児の好きな遊具の写

真カードを一緒に見たりして,お互いが楽しいと感じ合える,/

ような関係を目指す｡

経験したことを伝え,話題を広げる
一緒に遊んだことを指きしや写真カード,サインで表し,

経験したことを伝えることができるようにしていくとともに　-(

家庭と連携することで学校,家庭で共通した話題でやり取り

し,話題を広げられるようにする｡

｢先生｣ ｢自転車｣ ｢ぶらんこ｣ ｢遊ぶ｣のサインの習得

本児が指さしなどで話し掛けてきたときには,それを表す 本児の好きな自転車で遊び

サインで返してサインの形態を教えていくようにする｡　　　　｢並ぶ関係｣を深める

家庭や学校の日常生活で必要とするサインを習得するとともに,自分の気持ちを相手に伝 

えられるようにするo 

授業での号令のサインを習得する

教科名のサインは本児のできる動きであるので, ｢○○

(教科) ｣ ｢勉強｣ ｢始めます｣ ｢終わります｣という号令

をみんなで行い,模倣を促すようにするとともに,それらの

サインを使うことができるようにする｡

｢トイレ｣, ｢いや｣のサインを使う

｢トイレ｣ ｢いや｣のサインについては,サインの形態を

覚えるだけでなく,適切な場面で使っていくことができるよ

うにするために,機会をとらえて指導していく｡　　　　　　授業の号令をよく見て模倣する

平仮名カードを並べて自分の名前を作ったり,平仮名のなぞり書きをしたりすることがで 

きるようにする○ 

自分の名前カードを選ぶ

係の仕事で, _当番の名前カード選びをしながら,自分の名

前を呼ばれたら,確実に自分の名前を選ぶことができるよう

にする｡

自分の名前と平仮名が結び付くようにする平仮名カードを

並べ換えて自分の名前を作る活動をし,名前カードを平仮名

一文字ずつに分化したり,教師が言った平仮名カードを取っ

たりして符号化できるようにする｡

文字指導につなげる

平仮名カードを並べて自分の名前を作ったり,簡単ななぞ

り書きをしたりして,平仮名の読み書きの指導を行う｡
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軍真カードを手掛かりに平仮名

を並べ換え,名前を作る



≪学年修了目標(学期目標) ≫

興味ある話題で話し掛けてきたり, �ｨ�,冰h-ｨ*H,b�
誘いにきたりすることができるo ��

(手を引く,指さし.ジェスチャー, 價ﾙ�ｨ,�,x,R��
1日_に1回以上) ��

感覚の時間に.教師をよく見ながら身体の各部位を 
触る動作模倣(両側性のもの)をすることができる○ 

rOO(教科)｣｢勉強｣｢始めます｣｢終わりま 

す｣と.教師を模倣しなから発声とともにサインを交 
えで号令を掛けることができる｡ 

･トイレに行くときに,教師や母親と一緒にトイレの 

サインをすることができるo 

係の仕事(当番調べ)の際,平仮名で書かれた6人 
の名前カードの中から,自分の名前カードを選ぶこと 
ができるe 



指導目標　平成9年度1-2学期[第2-3蜘

≪学校卒業目標≫　　　　　　　く学部卒業目標≫　　　　　　　　　く学年修了目標〉

興味.関心のある遊びや浩 ��遊んだ友達や先生を掴まし ��ｲ�

勅を一緒にしたり,いろんな 凾ｽり,遊んだもののサインを 

話題でやり取りしたりして, 凾ｵたりしてやり取りすること 

教師や友達と楽しくかかわり 合うことができるようにする. 凾ｪできる. 

rOO(赦科名)Jr勉強｣ 

家庭や学校の日常生活で必 

サインやことばを使って 剪�

相手に自分の気持ちを伝え 劔劼始めますJr終わります｣ 

たり,相手からの話し掛け 劔凾ﾇ,サインを交えて号令を掛 

に答えたりすることができ 劔巽とするサインを習得すると 凾ｯることができる○ 

るようにする○ 劔とやに,自分の気持ちを相手 に伝えられるようにする. 

｢トイレに行きたい｣｢い や｣という意思表示を発声や サインを使って相手に伝える ことができる. 

平仮名カードを並べて自分 の名前を作ったり,平仮名の 

●学校目標 ��劔[ﾘ嵋kﾈ4ｨ�ｸ6�/�¥�-xｫx*h,B�

○家庭目標 劍,�+ﾈ.飲�*ｸ/�+X+ﾘ.�+x.�+�,b�俾兒ｨ,ﾉkﾉ��/�ﾞﾈ.�+�,h*ｨ,X*ｲ�

◎共通目標 劍*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.停��.���

く1学期目標≫

｢今日は何をして遊んだの｣ ��ﾂ�

と聞いたときに,写真カード 

の車から,遊んだ先生や避ん 

だもの萱指さしして伝えるこ 

とができる. 

教料名(朝の会,生単,国 ���

請,体育,図工,音楽)-のサ 

インを模倣して号令を掛ける 

ことができる. 

トイレに行きたいときに,

｢トイレ｣のサインをするこ

とができる｡

｢いや｣という意思表示を 

担任に示すことができる. 

名前の2文字を音声を聞き 

選びながら並べることができ 

る｡ 

く2学期目標≫

｢今日は何をして遊んだ

の｣と聞いたときに,写真

カードの中から,遊んだ先

生や遊んだものを指きしや

サインで答えることができ

る｡

｢生単｣のサインを自ら

使うことができる｡

｢国諮J r体育｣ ｢図工｣

｢音楽｣のサインを模倣し

て号令を掛けることができ

る｡

｢いや｣のサインを使う

ことができる｡

自分の名字の4文字を,

音声で聞き分けながら選ぶ
ことができる｡



5　指導内容及び指導の経過(D

学部目標ー興味.関心のある遊びや活動を一緒にしたり.いろいろな話題でやり取-た｡して.教師や友達と楽しくかかわり合うことができる. 

学年日韓t遊んだ友達や先生を措きLLたり.遊んだもののサインをした-てやり取りすることができる. 

学 期 冒 ��ｯ｢閏ﾙ�ﾃ吋�7�8ｧxｯ｢��2期(平成9年度1学期) �8ｯ｢閏ﾙ�ﾃ僖�7�(ｧxｯ｢��

興味ある話題で話し掛けてきたり.一緒に遊ぼう �(ﾚ�?ｨ,ﾘ巉/�+X,Iuh/�+�,ﾊ8,i[x*(+ﾘ,h*ｸ,定��｢今日は何をして遊んだの｣と開いたときに.写 
煤 �,h�*(,�*ｸ+ﾘ.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�其カードの中から.遊んだ先生や遊んだものを描き 况�4ｨ�ｸ6�,ﾉ(h*�.rﾉuh/�+��i�h.)uh/�+�.�,ﾈ/�V�*ｲ�

LLで伝えることができるe �+X+ﾘ.り5H4898,YUﾈ+X+ﾘ.�+X,I9ｨ*h.�+�,h*ｨ,X*ｸ.停�

描 導 内 餐 ��ｩgｸ髦,ﾈﾔH*ｸ,疫h-�/�耳�,�+X+ﾘ.るgｸ髦*�.x,ﾂ�○同じ学級の"教師や友達の写真カード.プレイル ��ｩgｸ髦*ｨ鰄,�,H*ｸ+ﾘ���4ｨ�ｸ6�/�ﾊ�,Bﾊ(�(�(,b�
かかわりに応えたりし.本児の気持ちに添うよう 坪8�.(7h8ﾈ488H�ｸ6�,ﾉuhｾ�,ﾈ���4ｨ�ｸ6�/�ｻ8�,ﾂ�遊,ぶの?｣rOOで遊ぶの?｣など言葉掛けする 
に働き掛けるe ��xｽ�,引ｨ,�'X*(,H*�*ﾒ��とともに.｢○○(遊具)｣や｢遊ぶ｣について 
〇本児からの話し掛けに言葉やサインで答えなが ��ｸｷ�-ﾘ鳧ｭH,冰bﾅ6���,底(巉/�+X,Iubx+8*ﾓ�8,in2�はサインでも表し.模倣を促すようにするe 
ら.関連のある話をこちらから投げ掛けて話題を �*ｸ,�*ｨ.r韲ｩ��4ｨ�ｸ6�/�輾+8+�.h*H,��8+r��○帰りの会では.写真カードで｢△△と○○で逝 
広げるとともに,-縛に活動する機会を多くし. ��ｸ琩nH,X,ﾘｴ�.�,ﾈ檍,ﾈ,h*ｸ,底(ﾚ�?ｨ,ﾘ巉/�+X,B�んだ｣と発表した後に.｢○○のサインはどうす 
共通の話題でやり取りするようにするe 冰h/���,ﾃ�8,i[x*ｲ韲ｩ��4ｨ�ｸ6�,Yuh/�+��i�h."�るの?｣というような言葉掛けをし.遊んだもの 
〇本児が手を引いたり描きLLたりした時には. 冰hｾ�/�V�*ｸ+X+8+�.�,h,h.�,底(齷5ﾘ曻:(-H+��をサインで表すことができるようにする○また. 
rOOで遊ぶの?｣と言葉掛けしたりtr先生｣ �/�+�8,�,(*(,H,ﾘ5H4898/�ｻ8*b馭�(/��8+x.h*B�家庭でもできるだけサインを使うことができるよ 
｢自転車｣についてはサインで返すようにし.形 �,�+x.��ｸ彿.ｸ,X.�:�ﾈ,們ｩ��4ｨ�ｸ6�/�輾+8+X,I6��うに取り組んでもらう. 

態を覚えることができるようにする○ �*h.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.停�

描 ���%�L(,X,ﾈ竧.��ｨ-ﾘ�｢�〔学校での取り組み】 ��傴inH,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�

･本児の気持ちに添うように言葉繊げをしたり. 唸ｷ�-ﾘ鳧ｭH,�%9D8,ﾈ���4ｨ�ｸ6�/�鰄,�,Ix�,I%9D2�･写真カードよりも.｢遊ぶ｣｢自転車｣のサイ 

本児と一緒に遊,Stようにしたりするうちに.遊び �,ﾈｮx,hﾏ�ﾍﾘ,倡x+8+X+ﾘ.るuhｾ�,ﾈ4ｨ�ｸ6�/�鰄,�,B�ンで｢自伝車で遊びたい｣ことを伝えることが多 
たいときには｢あっあっ｣と大きな声で呼び掛け �*ｸ,IuX,�+ﾘ.�+x.况ﾈ��*ｨﾊ�.x.ｨ.�.h*H,�,�,�+ﾒ��くなったo 

導 経 過 �,H*ﾘ.�.h*H,�,�,�+ﾒ��･帰りの会では.遊んだ遊具を指さしすることは 唸6�8X�ｸ7X7h8�98,(,仆ｹj�/�麌+Yuh-H+�,h*ｩ�ﾘ*ﾒ�･話題については.｢洗髪について｣が全くなく �,X*ｸ+�*｢騏h/�+��i�h,�,(*(,H,ﾘ,ﾘ,�*ｸ.�+X,�*"�なり.こいでほしいときに大きな声で担任を呼ぶ 

なり.新たに｢父親に包話する｣｢歩いて神社に �,h+�.ｸ*ｨ*�,�+ﾘ�ｲ�様子が見られるようになった.また｢ぶらんこ｣ 
お参りに行く｣が加わったe学校での出来事を遊 ���i.ｸ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�のサインを覚えることができた○ 
んだことを話題にすることは少なかつたo �(ﾚ�?ｨ,ﾘ巉/�+X,Iuh/�+�,ﾊ8,ﾈ�n(,底(齷5ﾒ�【家庭での取り組み】 
･遊びの筋いぼ.指きしや手を引くことがほとん 倆J8.*(7h�ｸ8ｺ8/�,ﾈ5H4898/�諄,�,I�h*h.�+�,b�･家庭でもチューブブランつの写真カードを措き 

とであり.サインを自分から使う様子は見られな �*ｨ*�,�+ﾒ��すことが多くなり.学板で遊びたいというように 
かつたが,｢先生｣のサインは覚え.使うことが �(�ｸ�ｸ,俎8*ｸ+ﾘ**8,h*(*H+�,h/�6�*h.倬�,停�伝えるようになったそうである. 
できるようになった. �+ｸ,ﾈ�ｨ�,ﾈ���.(+ｸ,ﾈ�ｨ�/�Uﾈ+x.�,ﾈ/�諄,�,I6��･友達の写真カードを措きしなから｢△△さんは 

える様子が洗ったe 倅�,Yx�.�8,h*(*H+�,h/�*運ｨ+8/�,仆8*h+ﾘ.り爾��,ﾈ6�5�,��h.冲i$(/�ｻ8*h+ﾘ.�+x.�.h*H,�,�,�+ﾘ�ｲ�

醐 ���C ���

考 察 冏ｸ髦,ﾈﾔH*ｸ,疫hｾ�,X耳�,冰h-H*H+�,痛%9D8,h,ﾂ�写真カードは指きしをして柏手に伝えることがで 俾兒ｨ,ﾉuh-�+ﾘ*(ｴ9^ｸ+�/����4�,�6�*h.h*H,h+x.��

｢並ぶ関係｣が深まってきたe｢自転車｣について �*ｲ馮ｸ髦,�,h,�,I6�*h.(+x*(詹&�,X*�.る6�.ﾘ,�+ﾒ�ようになるとともに.それを表すサインを自分から 

は.本児の方から使う様子は見らiれず,綺きしの方 �,h*ｸ,ﾈｮﾈ-�.��X*ｸ*�,(+ﾘ,h輊.ﾘ.ｨ.定彿.ｸ,X.�韲｢�使うようになった.これは.担任との関係が探まつ 
那.本児にとって伝えやすい手段だつたといえる. ���,�,x/�諄,�,I6�*h.h*H,h+x.况ﾈ��*ｨﾊ�.x.ｨ.�+�,b�てきたことを示すものであると思われる○またチエ 
しかし.指さしでは他の場面のときに伝えられない �*�.r馮ｸ髦,ﾈ5(7�8X6ｨ5��ｸ5h8x98�9w�*ｨﾘ(-ﾈ,�,H*ｲ�-ブブランつに興味を持つようになるなど.興味. 
ので.今後家庭でも何をして遊んだか聞いてもらい, �+ﾘ,h*(*h.鑓+�,ﾈ.h*H,們ｩ��4ｨ�ｸ6�/�諄*H+�,h,�.b�関心が広がってきたeまた.学校と家庭で遵排して 
遊具がそこになくても伝えられる手段を身に付ける �.るgｸ髦,ﾉ>�lｨ,�*�,�+ﾘﾋ駢H/�.h.��ﾘ*ﾙ6�*h.�+�,b�遊びや学習に関することを伝え合うようにしたこと 
必要があると考えた○また.もつと担任との関係を �*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�,�,�,H*ｸ+ﾘ,h輊.ﾘ.ｨ.��ｩgｹU�*ｨ.h*ﾒ�で,学校と家庭で共通する話題でやり取りすること 
深め.担任と遊んだこ.となどを家庭で伝え.話題を 冰h-Iuhｾ�,�,(*(,H,ﾒ�5H4898,X.�Uﾈ+x+�,h*ｨ,X*ｸ.��ができ.緒題の広がりも見られるようになったe 
広げることはできないかと考えた. �.h*H,�+X,H*(*ｸ+ﾘ*"��



指導内容及び指導の経過②

学部目標家庭や学校の日常生活で必要とするサインを習得するとともに,自分の気持ちを相手に伝えられるようにするo 

学年目標｢○○(教科名)｣｢勉強｣｢始めます｣｢終わります｣と,サインを交えて号令を掛けることができる. 

学 期 畠 ��ｯ｢閏ﾙ�ﾃ吋�7�8ｧxｯ｢��2期(平成9年度1学期) �8ｯ｢閏ﾙ�ﾃ僖�7�(ｧxｯ｢��

｢○○(教科名)Jr勉強｣｢始めます｣｢終わ 仆8怏kﾂ�*�,ﾈ橙ﾉ�i%�ﾈﾙ�ﾎ｢ﾉ�ﾈ屍ﾉ�ﾘﾔな尨ｧ��国語,体育,図工,音楽のサインを模倣して号令 

標 �.�-ﾈ+z8,bﾈｻ8踪/�lﾙ^ﾘ+X,�*ｨ.yJﾙ�ｨ,h,h.�,�5H42�98/�ﾏ�*h,Hﾘi}�/�ｧﾈ*�.�+�,h*ｨ,X*ｸ.停�のサインを模倣して号令を掛けることができる. �/�ｧﾈ*�.�+�,h*ｨ,X*ｸ.停�

描 ��ｩgｸ髦*ｩ��,�*(.們ﾙ^8/�.h*ﾘﾊ�,H*(.�*�/�ｦﾙDh+R�〇本胞が前にいる教師をよく見ているかを確認し ��ｺ)�ﾘﾔ�,ﾘ､x/�*�*ﾘ*�.x+�*H+x.�/�+�.j:(尨ｧ��ながら,ゆっくり大きな動作でサインを示すと同 �,�*ｨ.rﾉ<�,�)*�2ﾊ(檄8,�,x,ﾙ:鞐ﾈ,ﾈ��*(*｢�は歌を歌うようにするんだよ｣というようにイメ 

導 倬�,鎚ﾋ駢H.�5�*h.薬�分かるようにゆっくり大きな動作でサインを示す 坪5x+X.(+x*ﾘ+x.�.h*H,依駢Hｧﾈ*�/�ﾗ8,�,H*(*ﾒ��

内 ��ｩgｸ髦,ﾈ5H4898,ﾉ:鞐ﾈ.)Jﾙ�ｨ/�ｦﾙDh+X,�*ｨ.y��-��と同時に,言葉も添えるo ��ｨ��ﾗRﾉ�ﾈ支,�,(*(,H,ﾒﾉgｸ髦*ｨ齷Zｨ,Xﾖﾈ*h,H5B�

餐 �.�,h,h.�,痛gｸ髦*�.x,ﾉ:鞐ﾈ.��(,(.h*H,�+Rﾉ���〇本兜のサインの動作や発声を確認しながら進め �4898,YUﾈ+x,ﾈ/�;�,(,H*�.x-ﾘ/�,�,X耳�,�+x.�.b�

第にサインを習得できるようにするo �.�.h*H,�+x.停�うにするo 

描 導 経 ��乂xﾕｨ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�【学校での取り組み】 ��乂xﾕｨ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�

･教科名のサインについては,本児のできる動き 唸ｻ8怏kﾈ,ﾈ5H4898,�,(*(,H,ﾒﾊ)*�,ﾈ檄8/�Uﾈ+r�｢国語｣｢体育｣のサインの形態を蛍え,｢国 

であるものの,｢朝｣と｢会｣など似ている動作 �,h*ｸ,通)*�8,j(檄8,h*(*H騙,H*(.�:鞐ﾈ/�gｲ�講のサインはどうするの｣と聞かれたときにはサ 

のサインや,不可視的な動きのサインは模倣する 倬�,�.�,仞i¥ｨ+X,IUﾈ+x+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�,�,�,B�インで表すことができた. 

ことが難しかつた. �*ｸ+ﾒ��｢図工｣｢音楽｣のサインについても,担任を 

｢勉強｣｢始めます｣｢終わります｣について �)�i%�8,ﾈ5H4898,ﾈﾆ��H/�ｦ�*bﾈﾘi}�,ﾈﾝｸ,�,ﾒ�見なから模倣しようとし,手を動かすような動き 

はサインの形態を覚え,模倣しなくでもできるよ 仆8踪*ｨ麌+8,�*ﾘ,H.�齷Zｨ,X+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾒ��は見られたが,その動きをはっきりとイメージで 

うになった �(ﾙ�ﾎｪ8.*)�ﾈ斯8,ﾈ5H4898,�,(*(,H,ﾚ)gｺ2�きるまではいかなかった. 

過 ��ｸ���YJﾙ�ｨ,�,(*(,H,ﾘﾎｩOh,ﾉYIZｨ,Z(*�,�8,h*(*H惲�や｢走る｣といった動作ができることから,模倣 ���i.ｸ,X,ﾈ竧.��x-ﾘ�｢�

さな声を出していたが,言葉掛けがなければサイ �+X.(+x*)vﾈ��,X*�,�+ﾖ��･2期でサインの形態を覚えた｢生単｣のサイン 

ンだけで終わらせることが多かつたo �)�ﾘﾔ�:(尨ｧ�8,�,x,ﾙlﾙ^ﾘ+X,�*ﾘ*)vﾈ��,X*��を頻繁にお母さんに見せるとともに,その日に㌧ 
つたo �+ﾘｨ�:�/�:鞐ﾈ,YUﾈ+x,h*(*I_�ﾙ�*ｨ*�,�+ﾒ��

翻 �2�C �"�

考 秦 假hｼh,ﾈ跖-ﾈ.�,h�.ﾘ.�,ﾈﾘi}�,ﾒﾈｧxﾕｨ,X5H4898/��本児なりに｢朝｣と｢会｣の区別をするようにな �(ｯｨ,Xﾆ��H/�ｦ�*h+ﾘ5H4898,�,(*(,H,ﾒﾈ齪.x諄*B�数えていく機会として設定しやすく,児童の目に多 �.�,�,rﾈ5H4898*ｩZｨ嶌+X,H*ｸ+ﾙvﾈ��*ｨ*H*�*ｨ*h.停�ようになり,模倣することが難しかつたサインもそ 
く触れることができだと考えられる○そのため,他 �)�i%�8,ﾙW8�(雹4�,�:鞐ﾈ,X*�.�*｢ﾈﾄｨ.云H+Ylﾙ^ﾒ�の動作をイメージさせるようにしたことで,少しず 

の児童も覚えることができ,友達と一緒にするとい �+x.�*H+�,�,X*ｸ.�.h*H,�,�,�,H*(.底)�ﾘﾔ�:)�ﾂ�つ模倣できるようになっている.｢生単｣について 

うことで,本児の注意の喚起かしやすかつた.教科 乂�8,ﾒﾉgｸ髦,�,h,(,H,ﾙ:�*ｸ*ｩ>�+X*�,(+ﾘ+�,h.�*��は,家庭で自ら瀕紫に使うという報告から,本児に 

名のサインが不十分であったので,2期ではそれを �.�*｢ﾊ(ﾙ�ﾎｪ8.*)�ﾈ斯8,儂H-x,Bﾈ5H4898,ﾉ:鞐ﾂ�とって生単の授業が楽しいものであり,それを伝え 

中心に目標に取り上げることにしたo �/�488��ｸ5x+X,�*ﾘ*�,(+ﾘ,ﾈ,X,ﾘ,�*(*�,hﾖﾈ*h.停�たいという意欲が高まってきたのではないかと思わ れる. 



指導内容及び指導の経過(⑤

学部目標 剳ｽ仮名カードを並べて自分の名前を作ったり.平仮名のなぞり書きをしたりすることができるようにする○ 

学年目標 剳ｽ仮名カードを並べ換えて自分の名前を作ることができる. 

翠 期 冒 ��ｯ｢閏ﾙ�ﾃ吋�7�8ｧxｯ｢���(ｯ｢閏ﾙ�ﾃ吋�7��ｧxｯ｢��3期(平成9年度2学期) 

係の仕苺(当番綱ベ)の隙,平仮名で書かれた6 剿ｼ前の2文字を音声を聞き,選びながら並べるこ 俾兒ｨ,ﾉkﾈ鬨,ﾃI[h鬨/�陋��ｨ,Y[x*ｹZｨ*�,�*ｨ.y���

樵 ��ﾈ,ﾉkﾉ��4ｨ�ｸ6�,ﾉ(h*�.r韭兒ｨ,ﾉkﾉ��4ｨ�ｸ6�/���-B�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ��,h*ｨ,X*ｸ.停�,ぶことができる○ 

描 漣 内 餐 ��ｹ9iMH,ﾈ4ｨ�ｸ6�/�昆:�+8+�,B�%9D8,j(ﾚ�?ｨ,ﾉ9b���ｹkﾉ��,ﾃ)[h鬨/���*(+ﾘ4ｨ�ｸ6�/�ﾊ�+鎚耳�,倡r�〇本児の写真カードの下に名字の4文字を書き, 

番は○○さんだね｣というやり取りをし.名前を 凾ｳしをしなから｢○○｣と読む○ �+ｸ.ｨ/��[h鬨+�,#H,(,���,�+ﾘ.�,ﾈ/�¥�-xｫx*h.��

確認する○ 凵寰氓ﾉ平仮名1文字ずつに切ったカードを見せ, �.h*H,�+x.��ｲ�

○当番になった自分や友達の写真カードを選ばせ 剿ｼ前の2文字を書いたカードとマッチングさせな ��ｸ���4ｨ�ｸ6�/�訷ｧﾈ*�.�,兔�-x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.b�

る○ 凾ｪら並べるように指示するo �*H,�,�,(+ﾘ.r靺�7�,ﾘ���4ｨ�ｸ6�/��*ｲ駝ﾈ鬨/��

○平仮名で書かれた名前カードの中から当番の名 凵寃}ッチングができたら,｢○○さんの○をちよ 傚�*(+ﾙkﾉ��4ｨ�ｸ6�,ﾈ岑,兌ﾘ嵋kﾃ�[h鬨/�7ﾘ6(6�92�

前カードを選ばせるo(選ぶ枚数を次第に増やし 凾､だい｣と言葉掛けして.平仮名1文字ずつ担任 �5�+x.�.h*H,�+X,I¥�-x.�.h*H,�+x.薬�

ていくe) 凾ﾉ手渡してもらうo ��ｸ7ﾘ6(6�984�*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�,�,�+ﾘ.rﾈﾊ冏ｸ,ﾈ4｢��ｸ6�/�竧.飲ﾈ*ｲﾈｻ8踪,ﾈﾋ駢H,S�[h鬨+�,(/�¥�-r�.�.h*H,�+x.��ｲ�

描 導 経 過 唳9iMH,ﾈ4ｨ�ｸ6�/�昆:�+8+帝%9D8*ｪ(ﾚ�?ｨ,ﾉ9iMB�唸�-�,ﾒﾉ<x/�+�4ｨ�ｸ6�,ﾈ岑,�:�+h.h*H,兔�-x.��･名字の4文字は文字カードだけでは並べるのか 

は○○さんだね｣と言うと.その友達や自分を指 凾ﾆいうことが理解できていない様子だつたが.繰 �>�+X*)vﾈ��,X*�.るgｸ髦,ﾈ���4ｨ�ｸ6�,hｺH,兒ｨｨB�

さしてうなずくというようなやり取りをすること 凾阨ﾔすうちに理解し,並べることができるように �+X+ﾘ.�,ﾈ/�¥�-xｫx*h.�+�,h,R�:��,冖ﾈ鬨/�¥�-r�

ができた○ 凾ﾈったo 亅x*h.�+�,h,ﾘ,X*ｸ+ﾒ��

･写真カードは確実に選.ぶことができた'. 勍担任が指示した平仮名1文字ずつを手渡すこと 唸���4ｨ�ｸ6�,ﾈ訷ｧﾈ*�.�*ｨ,�*(�9�H,X,ﾒ韆ﾈ,8,ﾂ�
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6　考察とまとめ(実践資料8-10参照)

目標についての考察と日常の本児の様子を基に,二つの指導方針の視点から考察していきたい｡

(1) 1期の全体考察

<指導方針①に関して>

本児の好きな遊びを一緒にしたり,活動を共にしたりするうちに,本児の方からの鋤き掛け

が多くなったことから, ｢並ぶ関係｣が深まったと考えられる｡しかし,本児からの話題が少

し広がったものの,父親のことや散歩のことなど家庭での話が多く,学校で遊んだことや勉強

したことについての話題が少ないことから,もっと担任との関係を深めるとともに,話題を共

有する必要があると思われた｡

<指導方針②に関して>

サインの習得に関しては,本児の日常生活に関連のあるものが定着し,それを会話の中で使

う様子が多く見られた｡また, ｢トイレ｣のサインを表すことが多くなってきたが,びっくり

したときにその場から逃げる手段として使う場面も多く,トイレに行きたいときに表すとは限

らなかったようである｡家庭では｢お願い｣や｢いや｣というような気持ちを表すサインをよ

く使うということであったが,学校ではほとんど見ることができなかったことからも,まだ担

任には十分に気持ちを伝えられていない状態であったと考えられる｡授業の号令を掛けるとき

に使うサインは教師の方をよく見て模倣することができており,サインを模倣することで｢見

る｣ことや｢模倣する力｣の指導をしていくことは,本児にとって有効であったと思われる｡

しかし, ｢朝｣と｢会｣のサインを同じように表してしまうというように,その二つの違いに

気付かずに模倣している様子が見られ,この段階では,サインの違いに｢気付く｣ことができ

ていないということができる｡

(2) 2期の全体考察

<指導方針①に関して>

2期では,写真カードを使って,遊びたい遊具や担任の写真カードを揺さしして伝える指導

を行った｡すると,自分から写真カードを持ってきて見せ｢これで遊びたい｣というような要

求を伝える場面が多くなったり,家庭でも同じように行きたい場所を写真を持ってきて要求す

るということが見られるようになったりと,自分の言いたいことを伝える場面が増えてきた｡

また,家庭でも学校のことを話題にしてもらうことで,共通した話題でやり取りすることがで

き,話題を広げるきっかけになったようであった｡そのほか,担任とのやり取りの中で,本児

が｢わたし｣ ｢バス｣というサインで話し掛けてきたときに, ｢先生｣ ｢車｣のサインをして

見せ, ｢先生は車で来るんだよ｡ ｣と言ったところ,その後, ｢わたし｣ ｢バス｣ ｢先生｣

｢車｣というように話の内容が広がる様子が見られ,担任との関係の高まりとともに,一方的

でなく相手を意識し,相手と話を共有できるようになったことがうかがわれる｡

<指導方針②に関して>

サインの習得状況を見てみると, 1期では本児の日常生活に関することや家庭に関すること

を表すものが多かったが, 2期では, ｢自転車｣や｢プール｣ (体育での水泳) , ｢おふろ｣

｢覆る｣ (宿泊学習)など,学校での遊びや学習に関するサインも使う様子が見られるように

なってきた｡これらのサインは,家庭でも使うことのできるものであると同時に,本児にとっ
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て興味のあるものであったので,すぐに覚えることができたのではないかと考えられる｡ま

た, ｢いや｣のサインに関しては,担任にもそのサインをして見せることは少なかったが,給

食で嫌いなものがあったときに, ｢食べきれない｣というように差し出すといったことがある

など,本児の気持ちを表す場面が見られるようになってきた｡学習に関するサインでは,

｢朝｣と｢会｣を本児なりに区別をして表すようになったり,生単のサインの形態を覚えたり

と,サインをよく見て｢気付く｣ことができるようになるとともに,不可視的な動作のサイン

を模撒できるようになっている｡また,名前の文字カードを確実に並べられることからも｢符

号化する｣ことの高まりがうかがわれ,言葉とサインを結び付ける力につながっているのでは

ないかと考えられる｡

(3) 3期の全体考察

<指導方針①に関して>

3期では,サインで｢遊ぶ｣ ｢自転車｣ (自転車で遊びたい)と伝えるなど',担任に自分の

要求を積極的に伝えることが多くなった｡そして,遊んだ先生を指きしで教えるようになると

ともに,家庭での出来事をサインで答えたりと,経験したことを伝えられるようになってき

た｡このように,経験したことを相手に伝えるという学習を繰り返したことで,本児とのやり

取りが続くようになり, ｢やりとりの関係｣も深まってきたと思われる｡また,チューブブラ

ンコに興味を示して遊ぶようになるなど,担任と遊ぶ中で少しずつ興味･関心が広がってき

た｡それとともに,やり取りの場面では, ｢先生｣ ｢車｣に続き,友達を指さし, ｢○○ちゃ

んも車｣というように話す内容が友達のことへと広がってきた｡このことからも,本児がやり

取りする楽しさを感じていることを察することができる｡

<指導方針②に関して>

サインの習得状況では, ｢自転車｣ , ｢一緒に｣など, 2期で形態を覚えたサインは自分か

ら使うようになり,模激で表していた｢ぶらんこ｣の形態を覚えるという様子が見られてい

る｡また, ｢遊ぶ｣, ｢いっぱい｣, ｢お願い｣など本児の要求(気持ち)を表すサインを覚

え,自分から硬って担任に訴えるというように,担任との関榛の深まりとともに自分の要求を

伝えるサインを習得した様子がうかがわれる｡学習のサインに関しては, ｢生単｣のサインを

習得し,家庭で頻繁に使うようになったということであったが,授業で繰り返し形態を教えて

きたことと,家庭でも取り組んでもらったこと,また生単の学習が本児にとって興味のある活

動であり,楽しい体験を伝えたいという意欲が高まったことが,サインの習得につながったの

ではないかと考えられる｡また,本児にとって

は,学習の活動のイメージとサインの動作が結び

付きやすいもの( ｢国語｣は本を開く動作, ｢体

育｣は走る動作)が覚えやすかったようであり,

サインの習得については.よく見てサインを模敏

することのはかに, ｢イメージする力｣とも関連

すると言えるようである｡そして,本児なりに学

習の活動をイメージできていることがサインの習

得につながっていると考えられる｡
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(4)ま　と　め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上のような考察をまとめると,本児の指導については次のようなことがいえるのではない

かと考える｡

･アセスメントから,本児との関係作りの中で｢並ぶ関係｣を充実させることを考えて取り

組んできたことで,本児との関係が深まるとともに,担任との共有する話題でやり取りがで

きるようになるなど-,相手を意識したかかわりができるようになった｡また,友達に関して

の話題も少しずつできるようになるなど,友達への関心も高まった｡

･サインの習得については,授業の号令を掛けるときに取り組んだサインは,本児の｢注意

するカ｣や｢模倣する力｣を高めることにつながった｡本児にとっては,学習の活動のイ

メージとサインの動作が結び付きやすいものがサイン習得につながりやすいようであり,

｢イメージする力｣とも密接に関係があることを思わせた｡その意味からも,名前カードを

手掛かりに進めた｢符号化する｣こと( ｢符号化する｣ことは, ｢イメージする力｣の高い

段階である)の指導がサイン習得にもつながったのではないか｡

･担任との関係の深まりとともに,担任に要求を表すサインを使うようになってきたが,描

導方針や目標の中でねらっていた｢いや｣や｢トイレ｣のサインは自分から使えるものの,

適した場面で使うという点ではまだ不十分であった｡このことから,もっと担任との関係を

深め,本児が気持ちを十分に表せるようにするとともに,本児の気持ちをこちらが読み取る

ように努め,機会を逃さないようにして指導していく必要があると思われる｡

･家庭と連携して進めてきたことは,学校と家庭で共通した話題でやり取りすることができ

たという利点とともに,本児の伝えたいことをあらかじめ知っておき,本児のサインを読み

取り気持ちを十分にくみ取ることができだという点でも,やり取りの喜びに通じ, ｢やりと

りの関係｣を深めることにつながったと考えられる｡

このような取り組みを行うことで,本児の伝えたいことを表す手段としてサインを新しく習

得するとともに,やり取りが続くようになったり,話題が広がったりと,豊かにやり取りする

様子が見られるようになった｡今後もこのような指導を継続して行うことで　今後かかわる相

手とも,自分の気持ちを伝えたり,相手からの話し掛けにこたえたりすることができるように

なるであろうと考える｡

7　今後の課題

アセスメントで本児の状態像を把握するとともに, ｢子供や保護者の意見を聞く会｣により,

本児の課題が明確になり,指導を進めることができたが,目標に関しては,評価がしにくかった

り,高い評価が出ていなかったりすることから適切であったとはいえないものもあった｡また,

サイン指導を行う中で認知的機能を高めるという方針であったが,もっと個別指導場面を樽やし

て認知的機能を高める指導をする必要があったのではないかと思われる｡本児にとってはサイン

という手段が有効であることが分かったが,今後は学部卒業目標にも挙げられているなぞり書き

にも取り組むなどして,本児にとって有効な伝達手段を探っていければと考える｡
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【事例Ⅲ】　サインを用いて,かかわりの対象や話題を広げていくことを目指した

N, Y児の指導

1対象児の概要(初期アセスメント結果から)

(1)対　象　児　　N. Y (男)　高等部3年　CA:18歳10か月(平成10年1月30日現在)

(2)家族構成　　両親,蛛(高2,申3)

(3)生　育　歴

･妊娠中:流産しかけたため服薬,注射

･　出産時:正常分娩,強い黄だん

･　乳幼児期:離　乳　　10　か　月

首のすわり　6　か　月

は　う　　　1歳6か月

座　り　　1歳6か月

一人歩き　3歳3か月

始　語　　2歳3か月

(4)教　育　歴

･　M病院　(7か月～2歳5か月)

･　H学園　(4歳～6歳)

･本校小学部　(昭和61年4月入学)

･本校申学部　(平成4年4月入学)

(5)諸検査結果

･辰見ビネ-知能検査　　IQ:13　　MA:2:2　(平成8年5月実施)

･　S-M社会生活能力検査　SQ:18　　SA:2:7　(平成6年11月実施)

身辺自立 �ｩ:��作業 �8輊ﾏ�ｫr�集団参加 俾侘�9ﾙ�r�

2:lO �#ｦﾆﾂ�2:9 箔｣��2:2 �3｣b�

(6)身体機能について

日常生活に特に支障はないが,柔軟性,平衡感覚,筋力がやや劣る｡はしをうまく握れず,

かき込むようにして食べたりボタンがうまく掛けられなかったりなど',手指の巧ち性や目と手

の協応動作が十分高まっていない｡

(7)行動の様子

一入であちこち教室を訪問しては,教師とのかかわりを楽しんでいる｡友達とのかかわりや

遊具で遊ぶことは少ない｡要求が思うように伝わらなかったり,やりたいことを規制されたり

すると,近くにいる人の髪や襟を引っ張ったり,物を投げたりすることがある｡

(8)コミュニケーション

〇　人やものとのかかわりに関して(実践資料Il参照)

本児は,家庭においては母親を中心に家族の人に対して,要求内容は限られ,パターン化

している(買い物,おもちゃの購入,ビデオ,帽子など)ものの,自分から本児独自のサイ

ンやなん語で伝えてきたり,これまでに印象深かった行事について伝えてきたりなど人との

かかわりはよく見られる｡例えば,ミニカーのタイヤなどを外して父親にミニカーを要求し

たり,ビデオで出てきた先生や友達などについて名前を言ってもらって確認したり,わざと

帽子を外に投げたり,電灯のスイッチを入れたり切ったりするなど大人とのかかわりを楽し

んでいるところがある｡また母親との間では,アルバム(写真)を持ってきて母親と一緒に
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見ながら,母親の質問に答えたり,自分から写真の教師を指さして母親に名前を闘いたりな

どすることから, ｢並ぶ関係｣や｢提示の関係｣にあると考えられる｡

学校においてはトイレ,水飲みなどの要求を自分からサインで伝える以外は, M先生との

養･訓を行いたいことを単発的なサインで要求してくることが多い｡そのはかは,特定の教

師に対して特定の話題(休日,バレー,たばこ,時計など)をサインやなん語でかかわりを

求めてくることが多く,その話を聞くことができれば満足してしまうところがある｡また,

休み時間などば校内を探索して回り,それぞれの場所で教師とのかかわりを楽しむ一万, -

人で自転車に乗ったり,リヤカーを押したりして遊ぶことも多く,ものを介しての｢提示の

関係｣や｢やりとりの関係｣はあまり見られない｡また,友達や特定の話題がない教師と

は,自分からかかわることはほとんど見られないなど｢並ぶ関係｣も霜薄な面がある｡

○　認知的機能に関して(実践資料12参照)

醸憲薫忍効

ものの用途に応じた扱い方ができたり,友達に連絡帳を配ることができたりするなど｢弁

別する｣段階まで至っている｡ただ日常生活の場面では,食器の片付けの際,食器を違う食

器の上に重ねようとしたり,はしを逆さまに使ったり,靴を反対に履いたり,体育服などを

前後,表裏反対に着ようとしたりする｡注意を促すと食器やはしはよく見てやり直すことが

あるが,靴や服については注意を受けてやり直しをするものの,よく見ないで行うことが多

い｡このようなことから｢弁別する｣段階まで至っているものの十分にその力を発揮しきれ

ていない面があり,課題場面を設定し,理解しやすい条件など整えれば力を発揮できる可能

性は高いと思われる｡

身近な事物の名称,教師や友達の名前などを聞いて,その具体物や写真カードを取ること

ができたり,伝えたい内容を本児独自のサインでいくつか伝えることができたりするなど

｢符号化する｣段階に至っているといえる｡

着蔑通津窮鼠

自分の好きなミニカーや動物のミニチュアなどを集めてひとまとめにして振ってその感触

を楽しんだり,ミニカーで遊んだりなど特定のものへの関心は高く,I ｢ものへ向かう｣こと

はあるものの,目と手の協応動作が十分確立していないために思う存分ものへの鋤き掛けが

できない状況にある｡しかし,電池で動くミニカーを走らせたり,高い所に置いているおも

ちゃをいすに乗って取ったりすることから｢洞察する｣段階まで至っているといえる｡ま

た,週末になると,土曜日のバレーの話や休日の過ごし方の話題が多くなるなど自分の生宿

に関する見通しも持てるところも見られる｡

盲横磯雪逐諦｣

目と手の惚応が十分でなく,また身体全体が硬いため,思うような模倣ができない｡特に

指を動かしたり体を曲げたりする動きは苦手である｡日常よく目にする簡単な身振りなどは

どうにか模倣できるものの,こちらから示すサインについては,正確に模倣できずに,ま

た,できる動きも限られていることからサインも似通ったものになりやすい｡ラジオ体操な

どでは,不可視的な動きの一部を自分独自の身振りで行うことができる｡模倣遊びに対する

興味があまりないが,形態を覚えたサインを使用できることから｢覚えた動きを模倣する｣

段階に至っているといえる｡
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○　サインに関して(実践資料13･14参照)

手指の分化が不十分なため,複雑な動きを伴うサインの習得は難しく,本児のできる動き

で独自のサインを使うことが多い｡ただし,なん語との組み合わせにより表出語(サイン+

なん語)は多い｡理解語も多く,サインと言葉で,指示されたことはよく理解できる｡

家庭でぼ　一日または一週間の流れで,帰宅後の過ごし方(ビデオ,買い物,集会への参

加,おもちゃの購入,帽子の要求など)や琳日の過ごし方(買い物,田舎への帰省,プール

など)についての要求行動が多く見られ,本児独自のサインやなん語を使って伝えてくるこ

とが多い｡ときには,母親の言葉に合わせてサインやなん語を組み合わせて伝えること

(プールに行きたい,買い物に行きたいなど)もある｡

学校では,本児と共感関係の持てる特定の教師に対して,自分のしてほしい話(養･訓,

ライター,眼鏡,時計など)や要求(養･訓,トイレ,更衣など)を本児独自のサインやな

ん語を使って伝えてくることが多い｡その際,一語文的なかかわりが多く,教師がこれまで

の文脈を推測しながら繰り返し言葉やサインで捕っていくことで本児の納得のいく話になる

ようである｡しかし,独自のサインが多く,その内容が重複してお互いに分かりにくかった

り,発音も不明りょうなものが多く伝わりにくかったりするため,こちらの受け取りが悪く

なり,何度も聞き返してきたり,不思議そうな顔をしていたりすることもある｡

(9)本児の現在の課題

〇　百分の興味のあるものへの執着が強く,その周囲にあるものに目を向けることが少ないた

めに必然的に話題が限定されている｡人とのかかわりにおいても同じことがいえるが,加え

て,話題を自ら選び(作り) ,かかわる人によって話題を固定させているためにかかわる対

象が限定されている｡

かかわりの対象,話題を広げる｡

○　自分の経験したこと,楽しみにしていること,今したいことなど怯えたい内容は多いもの

のかかわり手は限られている｡また,自分の思えたい内容に対して習得しているサインが少

なく,伝わりにくい｡

サインの分化を進め,新しい形態を覚える｡

2　子供や保護者の考える将来の生活及び要望(子供や保護者の意見を聞く会より)

(1)子供や保護者の考える将来の生活

父親の夢は,田舎に掃って畑で一緒に農作業をすることだが,卒業後は適所の施設で本児の

好きな作業(運搬作業)を中心に生活できればと考えている｡施設への入所は考えていない｡

(2)子供や保護者の要望

ア　コミュニケーションに関する要望

･家庭では,サインがなくても本児が伝えようとしていることが大体分かるので,あまり

積擾的に使ってこなかった｡しかし,本児の使うサインが増えて,話す内容が増えてくる

と分からないことも多くなってきた｡新しく覚えたサインなどI,教えてはしい｡
l

･写真カードをつづったファイルもたまに利用しているので,サインだけでなく,絵や写
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真を使った指導も継続してほしい｡

イ　その他に関する要望

･やることがはっきりしていて,それが十分に伝わればできるので,朝の会などでいろい

ろな役割を与えてほしい｡

･　身辺処理の力を高めてほしい｡

3　指輩方針

(1)本児の将来の生活について

家族(特に両親)との生活が中心になるが,進路先として考えている適所の施設も重要な生

活の場となる｡その際,本児がよりよく生活できるために懸念されることば,

○　衣服の着脱や排せつなど基本的な身辺処理が十分高まっていない｡

○　自分からうまく話せなかったり,サインで伝えられることが少なかったりして,自分の気

持ちを十分に相手に伝えられない｡

○　周りの人の態度や環境に左右されやすく,自分の気持ちを十分に受け止めてもらえなかっ

たり環境が変わったりすると情緒が不安定になりやすい｡

というようなことである｡

そこで,保護者の要望を次の二つの視点で整理し,課題の設定に生かすこととした｡

新しいサイン,今後必要と思われるサイン等について学校と家庭と連携を十分にとること

サインだけでなく,かかわる人が誰でも分かるように写真カー �6�,�,x/�y駅�+X,I�)��/�/��

供したり,要求したりできるようにすること ��

(2)本児の現在の課題と将来の生活を考えて(学校･学部目標設定の考え方)

本児の将来の生活のことや保護者の要望,現在の課題なども踏まえて,今後の指導方針を以

下の2点を目指すことで確認し,具体的な手立てを設定した｡

○　興味の対象を広げ,いろいろな人とやり取りを楽しむことができるようにする｡

○　必要となるサインを習得し,より分かりやすく相手に伝えることができるようにする｡

このことにより卒業後の不安の多い環境にも比較的早く対応することができ,これまでのよ

うな環境の変化に伴う情緒の不安が軽減され,よき理解者が増え,見通しを持った生活が送れ

るのではないかと考える｡

(3)具体的な手立て

自分から伝えたいことを習得しているサインを 

組み合わせたサイン連鎖の形で話すことができる 

ようにする○ 

本児の興味･関心のある話題(養･訓,写真などに関すること)については,自分からよく

伝えてくることから現在習得しているサインを組み合わせたサイン連鎖で伝えられるようにす

る｡また,毎日繰り返し行う係活動や授業のあいさつなどでもできるだけサイン連鎖の形で伝

えられるようにしていきたい｡その際,本児からのサインの表出を待ったり,出てきにくいと

きは,言葉やサインを添えたりしながら本児からのサインの表出を促すように配慮していくと
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ともに,本校で用いている共通のサインが身体機能の関係から習得困難な場合,積極的に本児

独自のサインを憤い,表出語を増やすようにしたい｡

次に,現荏習得しているサインや話し言葉をより定着させるとともに,似通ったサインにつ

いては,できるだけ分かりやすいものに変えたり,サイン連鎖を促したりすることで本児の伝

えたいことをはっきりさせていく｡

最後に,毎日の様子について家庭と十分情報交換するなど連携を図りながら,本児からの単

発的なサインに対して,順序立てたり,話題を広げたりなどサイン連鎖の形で返すことで,杏

児がサイン連鎖で伝えられることを増やしていきたいと考える｡また,具体的な日常生活に関

する写真や文字カードを日ごろ本児の目に付きやすい場所に掲示するなどして,機会あるごと

近,音声とのマッチングなどを行い,本児の｢符号化する｣ことを高めていくようにする｡そ

のことで,より理解語を増やしていき,その中から本児に必要なサインも本児の模倣可能な動

きを中心に独自のサインとして指導していく｡

教師や友達からの話し掛け(話題)に対して話 

を聞くことができ,相手からの話題(指示的なこ 

とも含めて)に対して,サイン(サイン連鎖も含 

めて)で応じることができるようにする｡ 

本児は,自分の関心の高い話題では特定の教師に進んでかかわることができる那,そのかか

わりは一方的なことが多く,こちらの話題に応ずることが少なく,話を開けないことが多い｡

そこで,本児からの話題については,これまでのように本児の要求を十分受け止めて話題を共

有しながらも,その話題にかかわることについて尋ねたり,本児が関心の高いと思われる行事

などのことを尋ねたりすることで,相手からの話題にも応じられるようにしていきたいと考え

る｡

具体的には,本児は認知面の実態の中でも述べたように,相手の反応や結果を予測して行動

を起こすことができる｡そこT,本児が,好きな活動(養･訓,写真を見ることなど)をする

前に,教師からの要望や指示されたことを聞くよう約束をさせることで,こちらからの話題に

も関心を向けられるようにしていきたい｡また,一目の生活の中で,登校後や下校前の流れは

大体見通しを持って活動できつつあるので,その際,教師の言葉掛けに対して次の活動をサイ

ンで怯えられるようにしていきたいと考えている｡そしてそのことを特定の教師だけでなく友

達や他の教師にも広げ,いろいろな話題にも応じられるようにしていきたいと考える｡
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4　指導目標

学技卒業目標

自分から伝えたいことを

習得しているサインを組み
合わせたサイン連鎖の形で
話すことができるようにす
る｡

教餌や友達からの話し掛
け(話題)に対して話を聴
ことができ,相手からの話

鰭(指示的なことも含めて)

に対して,サイン(サイン

連鎖も含めて)で自分の意
図を伝えることができるよ
うにする｡

親しい教師に対して, 自分の伝えたいこと
( ｢養･訓(時計,ライター,保鮨室のモビ
ール等)の話をお願いします｣ ∴ ｢Mさんの

写真(おもちゃ等)を持って掃っていいです
か｣ )を本児が習得しているサインを組み合

わせたサイン連鎖で伝えることができる｡

授業の始まりや終わりのあいさつを｢00
の勉強を始めます(終わります) ｣とサイン

で伝えることができる｡

教師と一緒に,天気･暦係の一連の活動

( ｢係の仕密を始めます｣ (財の　- ｢麿をめ

くる｣ - ｢天気を見る｣ - ｢天気カートを選

ぶ｣ - ｢暦を見ながら日にちに対応して天気
カードをはる｣ - ｢係カードを裏返す｣ -

｢係の仕事を終わります｣ (サの)を行うこ

とができる｡

一日の流れを教師の膏薬掛け( ｢次は何で

すか｣ ｢00が終わったら｣に対してサイン

で伝えたり行動したりすることができる｡ ･

登校後の流れ･ ･連絡帳を出す～更衣など

下校前の流れ･･更衣～養･訓など

朝の会の｢係活動の発表｣や帰りの会の
｢一日の反省｣のときに,友達の言薬掛けに

対して｢僕は天気暦の係をしました｣ , ｢僕

くは作業を頑張りました｣などサインで発表
することができる｡

給食時や授業中の友達の言葉掛けに対して
給食を食べたり着席したり自分のしたいこと
(トイレに行きたい,話をしたいなど)をサ
インで伝えたりすることができる｡

養訓をしたり.気に入った写真をもらった
りする前に,教師からの璽望(友達と仲良く
したり,授業を頑撮ったりするなど)や指示

(着席する.待つなど)を聞くことができる

本人が伝えてくる単発的なサインに対して
写真や文字カードを用いて話題を広げてサイ
ン連鎖させながら返したり応えたりすること
で,サイン連鎖で応対することができる｡

親しい教師や家族の人と一緒にアルバムや
写真カード,ビデオを見たり指さしたりしな
がらサインや古楽を使って,そのときの行事

学　　期　　目　　標

親しい教虐耐こ対して,自分の伝えたいこと
( ｢養･訓(時計,ライター,保健室のモビ
ール等)の話をお願いします｣ , ｢Mさんの

写真(おもちゃ等)を持って帰っていいです
か｣ )を本兜が習得しているサインを組み合

わせたサイン連鎖で伝えることができる｡

授業の始まりや終わりのあいさつを｢00
の勉強を始めます(終わります) ｣とサイン

で伝えることができる｡

一日の流れを教師の言薬掛け｢次は何です

か｣ ｢00が終わったら｣に対してサインで

伝えたり行動したりすることができる｡
登楼後の流れ･ ･連絡帳を出す～更衣など

下校前の流れ･･更衣一課･訓など

裁訓をしたり,気に入った写真をもらった
りする前に,教師からの要望(友達と仲良く
したり,授業を頑張ったりするなど)や指示

(着席する,待つなど)を聞くことができる

家族の人に対して,学投での出来事やお願
いしたいこと｢00に行きたいJ r00の話

をして｣を頼極的にサイン連鎖で伝え,家族
の人が返したサインや写巽･カード等を用い
た話題に応えることができる｡

親しい教師や家族の人と一緒にアルバムや

写莫カード,ビデオを見たり指さしたりしな
がらサインや言葉を使って,そのときの行革

や買い物の話を楽しむことができる｡

親しい教師と,好きな祖父のことや花火の
ことなど,教師の示す新しいサインが分かり

話を楽しむことができる｡

授業の始まりや終わりのあいさつを｢00
の勉強を始めます(終わります) ｣とサイン

で伝えることができる｡

一日の流れを教前の言葉掛け｢次は何です

か｣ ｢00が終わったら｣に対してサインで

伝えたり行動したりすることができる｡

写真やビデオを見ながら,自分の話をして
欲しいことについてサインを使って要求し,

●　挙稜　　　○　家庭　　　◎　其通



5　指導内容及び指導の経過(D

諾引自分から伝えたいことを,習得してV:るサインを組み合わせたサイン連鎖の形で話すことができるようにするo 
翠 期 冒 標 ��c�ｯ｢閏ﾙ�ﾃ吋�7�8ｧxｯ｢��第2期(平成9年度1学期) ��c8ｯ｢閏ﾙ�ﾃ僖�7�(ｧxｯ｢��

親しい教師に対して,自分の伝えたいことi(｢養 ��X+X*(ｻ8踪,���+X,Bﾈ齷Zｨ,ﾉ6�*h+ﾘ*(+�,b�)wｲ�親しい教師との間で,好きな租父の話や花火のこ 

訓(時計,ライター,保健室のモビール等)の話を 佛�磯霽bﾈ8�485��ｲﾉ]ｹ.��,ﾈ8(7(�ｸ8ｹ9著,ﾉ�(/��ことなどについて,教師の示す新しいサインが分か 

お願いします｣,｢Mさんの写真(おもちゃ,ジヤ �*旭�*(+X-ﾈ+z2ﾊ$ﾘ+8/�,ﾈ��竏*�.�+�.�ﾈ5x8B�り,話を楽しむことができる○ 

ラ等)を持って帰っていいですか｣)を本児が習得 �8�9著/�鰄,�,Hｴ�,�,H*(*(,X+x*�2�/�gｸ髦*ｨ�;��

しているサインを組み合わせたサイン連鎖で伝える �+X,H*(.�5H4898/��x-ﾘﾘx.ﾘ+�+ﾘ5H4899��ﾛﾘ,Y6�*h.��

ことができるo �+�,h*ｨ,X*ｸ.���

描 導 内 容 ��ｹ�X+X*ﾘ*�*�.ﾘ.仆8踪,ﾉkﾉ��.)�)��,�+X+ﾘ*ｨ.�.��○話をするときに教師側が言葉と一緒にサインを ��ｸ���4ｨ�ｸ6�,�,x/�w�*(,I�)��,偖y(h+8+鎚+ｸ,ﾂ�
のや事柄についてのサインが確実にできるように 俶x*H+�,h,Ygｸ髦,�.��8�+8+�.��ｲ�話題と,かかわる人などについての新しいサイン 

する｡ ��ｩgｸ髦*ｨ諄*H5H4898,ﾉ(h,Xﾆ��H*ｨ騙,H*(.�.�,ﾈ,��について慣れさせる｡ 

OrOO先生,△△のお話をお願いします｣とい �,(*(,BﾉZｨ嶌+8+�.��ｲ�○既存の話題だけでなく,新しい話題に対しても 

うサイン連鎖の形を理解させ,教師の言葉掛けに ��ｸｻ8踪,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�,俘x.ﾘ+�,Bﾈ5H4899��ﾛﾘ*ｨ,X*ｲ�積極的に楽しむことができるようにするo 

合わせてサインで伝えさせる｡ �.�.h*H,�+x.停�

描 覗 鰭 過 唸5H4899��ﾛﾘ,ﾉlｨ,X,ﾘｻ8踪*ｨﾋ駢H/�5�*h+ﾘ.淫ﾘ+R�･担任が替わり,話をして欲しいときの約束. 唸*(*ﾘ,(*�,ﾉ�h+X*(5H4898*ｩ.�(X+X,(,(*�.�*｢ﾒ�

待つたりすることで,本兜から伝えられることが �(�ｸ�ｹ�i�b��(�(,ﾈ*掩(/�*旭�*(+X-ﾈ+x�ｺ8,h*"�部の教師との間にとどまっている｡ 

多くなってきた○ �*H5H4892�5H4899��ﾛﾒ�*ｨ�Zｨ,X*ｸ,H*(,�*�,�+ﾒ�･新しい話題よりは既存の話題で話をした方が楽 
･早く話をして欲しいために,決めたサインを簡 �*｢ﾈｧxｯｨ,ﾈﾎ9Kﾈ,ﾙ�8ｦﾘ,X,ﾘ,�*(*ｨ自�ﾈ,X,X*ｸ.�+��しいという気持ちが強く,ほかの教師が話題を変 

略化したり,一部を省いたりしてしまうことが多 �,h*ｩ�ﾘ*ﾘ,�,�,H*ｸ+ﾘ�ｲ�えても答えることが少ない○ 

く,伝わりにくいことがあった○ 唸耳,(,ﾈﾋ駢H,�ｨ,(,ﾈ5H4898,h*(*Hﾈ�-ﾈ.�*ｩZｨ*��･いろいろな教師に対して写真を措さし,写って 
･一言一言区切って∴ゆっくりとサイン連鎖を促 �.�,(,(*�.なｻ8踪,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�/��8*�,H5H4898/�/��いる人や印象に残っているような事柄について話 

すと言葉に合わせてサインを出すことが多くなつ ��8+x.�+�,h.�ﾊ�.x.ｨ.�.h*H,�,�,�+ﾖR�をしてもらうことに興味を示すようになったo 

た｡ 唳�(/�+X,Iw�+X*(,h*ｸ+�*�,X,�*ﾘ+ｸ,ﾈ-�*�,ﾉwhｸ��
･親しい教師の名前や自分の好きな物など単発的 ��ｩlｨ,X.�ｻ8踪,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�,俘x.ﾘ+�,H5H4899��ﾛﾘ,R�

なサインはよく出るようになった○ �6�*h.h*H,h+x.�+�,h*ｨ*�,�+ﾚ�謦�
･一人の教師に一つから三つくらいの話魅を固定 唳�X+X*ﾘ*�*�.ﾘ.�+�,h*ｩ�ﾘ*ﾘ,�,�,H*ｸ+ﾘｻ8踪/�Uﾂ�

させており,違う教師が普段と違う話題に切り替 �+x5H4898.(ｯ��h,ﾉ�)��,�5H4898/�9h,H+ﾘ.�,ﾈ/�lﾒ�

えようとしても話題についてくることができなか 竸ﾘ+X+ﾘ.に�h+X*)�)��/�Uﾈ+x5H4898/�.h*ﾘｦ�*bﾂ�

つたo �.(.稲h.�/�ｧ�+X-騅ﾈ��*ｨﾊ�.x.ｨ.�.h*H,�,�,�+ﾚ��

評価 �.r�A �"�

考 察 冏ｸ髦,ﾉ_ｸ*�.x5H4899��ﾛﾘ,Y6�*h,H*ﾘ.�+�,h,ﾘ晴,��初めの話闇の提供はどうしても単発的なサインに ��h+X*)�)��.h.�,ﾘｯ��h,ﾉ�)j8/�ﾔH-霰委ﾈ*ｨｺﾘ*(*｢�く,ほとんど教師が本児の話したい話題を探り,言 �,�,�,H+X-ﾈ*H*｢ﾈｻ8蹣�H*ｩ�8+�,篳ﾋ駢H/�5�*h,�*ﾒ�それでも,特定の教師との間では広がりが見られ, 

薬を掛け,それに合わせて本兜がサインを出すパタ �,H.�5H4899��ﾛﾘ,Ywhｸ�,X*ｸ.�.h*H,�,�,�,H*ｸ+ﾒ�6��新しいサインもいくつか覚え.そのことについての 
-ンだった○自分から話煩を絞って提供できるよう �*h.h*H,h+x.�5H4898*ｨﾌ�.x.ｨ,H*(.�,ﾈ,Rﾈﾚ�ﾎ2ﾉ���話を求める様子も見られたo 

にしたいo ���*ｨﾔﾈ+�.x.ｨ.�.h*H,�+X+ﾘ**��



指導内容及び指導の経過②

学校学部教師や友達からの話し掛け(話題)に対して話を聞くことができ,相手からの話題(指示的なことも含めて)に対して,サイン(サイン連鎖も含めて) 

卒業目標で,自分の意思を伝えることができるo 

学 期 冒 標 ��c�ｯ｢閏ﾙ�ﾃ吋�8ｧxｯ｢��第2糊(平成9年1学期) ��c8ｯ｢閏ﾙ�ﾃ僖�(ｧxｯ｢��
一日の流れを教師の言葉掛け｢次は何ですか｣ �ｩ?ｨ,ﾉzﾈ.ｨ/�ｻ8踪,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�(鵁,ﾘ巉,X+x*�2�一日の流れを教師の言葉掛け｢次は何ですか｣ 

｢○○が終わったら...｣に対してサインで伝え �(�ｸ�ｸ*ｨ�.ﾘ,�+ﾘ.r粐�8,���+X,H5H4898,Y6�*b�｢○○が終わったら...｣に対してサインで伝え 

たり行動したりする轟ができるo �+ﾘ.為9:�+X+ﾘ.�+x.���*ｨ,X*ｸ.��ｲ�たり行動したりする事ができる○ 

描 導 内 容 ��ｹ6�ｨﾎ2延�xﾙ*�/��ﾘﾕ��ﾅx,ﾈ覃饕�,ﾉzﾈ.｢�○登校後(連絡帳提出-更衣-係の仕事)の流れ ��ｹ�X+X*(ｻ8踪,h,ﾈｭH+�*�,X,�*ﾘ*(.ｸ*(.ｸ,綾8踪,b�

下校前の流れ(更衣-帰りの会一義.訓の話-義 �ｨﾕｩ��,ﾉzﾈ.｢易��ｴ�.�,ﾈ橙ﾘ��霰�,ﾉ�"ﾘｶ��の間でも,大まかな一日の流れについて話を闘い 
･訓-下校)を定着させるo 唸ﾅ�ﾘ岑ﾕ｢�/�.握X+8+�.薬�iたりサインで答えたりできるようにするo 

○連絡帳や鞄を指したり,更衣や養.訓など本児 ��ｹ6�ｨﾕｨ鳧+�*�,X,�*ﾒﾉ�hｨ��9Lｨ,�*�*(,Hﾕ��."�○毎日の登校後,下校前の流れを一本化し流れに 

のできる動きからサインを作ったりして定着させ 亳�霰�,�,x,ﾈ5H4898/�諄,�,Hﾗ9:�/��8+X+ﾘ.掩)�b�沿った行動を促すようにする｡ 

るo �,偃h.��8+�+ﾘ.�+x.薬�○登下校時だけでなく,生活全般において更衣や 養.訓などのサインを使って行動を促したり話題 に取り上げたりするo 

描 導 経 過 �(鵁,ﾘ�ｸ�ｸ+�,ｺ8,h*(*Hﾋ駢Hｧﾈ*�,偖ﾘ,�,Hﾗ9:��･特に下校時の流れについては養.訓の話をして 唸*(.ｸ*(,綾8踪,bﾈ自?ｨ,ﾉzﾈ.ｨ.*(���/�ｮi*8,"�

することが多くなってきたが,自分のやりたいこ 冽�+X*(+ﾘ-�,鎚ﾈ�-�.x.ｨ+ﾙzﾈ.ｨ,��,�,Hﾗ9:�,X*ｲ�たら,○○のときに○○を..｣などの長期的な 

とがあるときには,登下校時の流れに沿って促し �.�+�,h*ｩ�ﾘ*ﾘ,�,�+ﾖ�-�*�,ﾈ�ｩlｨ,X,ﾒﾈﾕｩ+x�."�見通しについてサインを使って話を要求すること 

てもなかなか行動に移すことができなかったc ��X+X*(ｻ8踪,ﾈ+�,h*ｨｴ8,�,�.な�(h+X,H竧.��x-��ができるようになってきたo 
｢更衣だね｣｢養.訓だね｣というような教師 �+�,h*ｨ,X*ｸ,�*�,�+ﾖ��･登下校時の流れの最後に本児の好きな校長室訪 

のサインを併せて用いた言葉掛けに反応して話を 唸5H4898,ﾒﾉgｸｩX,ﾉ�y�X.�*�.x5H4898,ﾈﾆ��H*ｨ齟�間(または校長室の前で話をしてもらうこと)杏 

進めたり,自分からもサインを示すことが多くな ��(,�,X*ｸ,H*ｸ+ﾘ+ﾘ-�,鎚+ｸ,ﾈ5H4898*ｨ麌+x�9j�*｢�取り入れることで楽しみが増え,それに向けて流' 

つてきたo �"ﾓ8*�.�+�,h*ｨ*�.に6�ｨﾕｨ鳧決､�,ﾈ�ｩlｨ,X,ﾒ�れをスムーズに行動に移すことができるようにな 
･更衣,係の仕事(カレンダーめくり),義.訓 兌x*ｸ訷*ｨ�9j�WH*�/�+X,H�9�8+X,�*(,i6�.ﾘ.x,�*"�つてきた○ 

(義.訓の話),お話,お願い,親しい教師の名 �+�,h*ｩ�ﾘ*�,(+ﾖ��｢給食を食べたら｣｢作業を頑張ったら｣など 

前などサインが定着したo 剋ｩ分から一日の流れにかかわるような寓間をする ことが多くなってきたoまた,教師からの質問に 対しては,サインで答えることができるようにな ったo 

評価 �"�B ���

考 察 凛ﾈ.ｨ,ﾙyﾘ��+X,Bﾈﾊ�,ｨ+X*ｨ鰄,H,H*(.�*｢ﾈ齷Zｨ,ﾂ�一日の流れだけでなく,好きなM先生がネクタイ �<�.�,ﾈ駟Z�+�*�,X,�*ﾘ*(.ｸ*(.ｸ,�+�,h,冦ｨ/�ﾏﾈ*��やりたいことを我慢できないことが多かつた｡サイ �/�+X,H*(.�,j(棈,X�ｧﾈ*�.�2ﾚ)wｲ霰�,ﾓ�2�ることができるようになってきているoそのことが 

ンでやり取りを楽しむことのできる話題が増えたが �,�,x,h5H4898,Y��,ｸ.�+�,h*ｩ�ﾘ*ﾘ,�,�,H*ｸ+ﾘ�ｹ6�*b�確かな見通しにつながっていると思われる○ 

サインの意味が重複し,分かりにくさも目立ったo �.h*H,h*(*H�9w�*ｨﾘ(-ﾈ,�,H*ｸ,H*(.��ｲ�サインについては,動きは小さいながらも相手に 分かるように伝えることができるようになった○ 



6　考察とまとめ(実践資料15参照)

(1) 1期の全体考察

○　サインの習得,サイン連鎖について

これまでに本児が習得していた本児独自のサインを活用しながら,教師の名前や新しい話

題に関するサインなどいくつか習得できた｡教師とのやり取りの中では,より分かりやすく

相手に自分の要求を伝えるためにサインを組み合わせて話をするように,教師側がゆっくり

とモデルを示しながらサイン連鎖を促してきたことで,

｢00の話をお願いします｣や｢○○を持って帰ってい

いですか｣ ｢蕃･訓をお願いします｣など伝えることが

多くなってきた｡ただ,それが,自分の関心の高い話題

に限られ,授業中や全校集会などでも離席してそれぞれ

の教師に話し掛けて回ることが多くなり, ｢今は授業中

だから『ちょっと待って』 ｣の言葉やサインも聞き入れ

ることができないことも増えてきた｡

○　新しい話題,相手からの話題に対して

表出語(サインを含む)を増やし,やり取りへの意欲を高めるために,本児の伝えたい内

容を把握すること,本児の動きに意味付けしたり,できる動きを用いてサインの形態を指導

したりすることに心掛け, ｢保鍵室｣や｢軽トラック｣, ｢言語治頭重｣, ｢遊戯治癒室｣

など本児が好んで話す内容をお互いが楽しむことができるようになってきた｡

自分からの一方的な話題だけでなく,相手からの話題にも応じることができるように,パ

ターン化した内容を繰り返すだけでなく,言葉やサインを付け加えたり,開通するような話

題に広げたり,要求された話題以外のものを返したりと試みたが,深まりはあまりなかっ

た｡しかし,本児の好きな活動(養･訓の話,写真の話など)を行う前に教師からの要望や

指示されたことを守る約束ごとを決めることで,少しずつではあるが,こちらからの話題に

も関心を向けられるようになり,また,一日の生活の中で,登校後や下校前の流れは大体見

通しを持って活動できるようになった｡

○　家庭との連携

家庭では話題やその提供の仕方などにあまり変化は見られず,家庭との情報交換について

は,学校での行事や教師･友達の写真や文字カードなどもう少し家庭に提供する必要があっ

た｡また,特に印象的な出来事だけでなく,そのときどさの状況などまで情報を交換しない

と本児が新しい話題を提供してきたときに対応できなかった｡

(2) 2期の全体考察

年度が替わり,スタートから始めることが大切と考え, 1期の取り組みを基本的に継続しな

がら,目標を絞り込むこと,保護者の取り組みやすさを考えた目標ということに配慮した｡

○　サインの習得,サイン連鎖について

理解語は多いものの,表現方法の未熟さや未分化なサインのために伝わりにくいのだと考

え,ただ言葉を増やすのではなく,意味の重複しているサインや言葉を分化させることに気

を付けて指導に当たこた｡本児が今,興味を持っている話題や学校生活において必要となる
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話題の中で,かかわる人によって同じ意味でも違うサインがあったり,一つのサインで複数

の意味を表すものがあったりしたので,これらのサインを

一本化したところ,主に本児にかかわる教師間で共通語が

でき,伝わりやすさにつながった｡本児から伝えたいとい

う欲求が強いもの(強いと思われるもの)もあり,それら

についてはこれまでの動きに意味付けしたり,新しい動き

を取り入れたりしてサインを新しく樽やした｡ (｢校長

室｣, ｢引っぼった｣, ｢投げた｣, ｢先生の名前｣な

ど)サイン連鎖については,教師の反応を見ながら, ｢お

話-お願い｣や｢具体物を指さし-持って帰る｣などこち　サインを使ったやり取りを

らがモデルを示さなくても自分から伝えることが多くなっ　　楽しむN. Y児

た｡

○　新しい話題,相手からの話題に対して

自分の欲求に基づく一方的な話題の提供が中心だったが,修学旅行や校外宿泊のような学

習の際は,教師からの話題に合わせてそのことに関する自分の思い出や希望を話題にするこ

とができた｡

新しい教師や日ごろあまり接することの少ない他学部の教師などについては,シャツの襟

首やネクタイを引っ張ったり,たばこ,ライター,眼鏡などを投げたり,といった行動を起

こし,そのことを新しい話題にしていく様子が以前と比べ多く見られるようになった｡

○　家庭との連携

家族が理解できない見慣れないサインを使うことが堪えてきたことにより,連絡帳などで

その意味や話題を説明するといったことが多くなってきた｡それに伴い,サインを理解し

て,使っていこうという意識の高まりが見られた｡

(3) 3期の全体考察

2期の目標を基本的に継続しながら,さらに目標を絞り込むようにした｡

○　サインの習得,サイン連鎖について

サインの習得状況に大きな変化はないが,よく使うサインは増えているようである｡ ｢マ

ッ｣ , ｢マンマ｣といったなん語だけでなく,教師を呼び止めておいてからサインを使って

話題を提供するといった姿が見られるようになった｡また,本児が話し掛けようとする教師

も他学部の教師,現場実習先の指導員などと広がりつつある｡

○　新しい話題,相手からの話題に対して

｢もうすぐ現場実習だね｣ ｢今日は作業があるね｣ ｢00君はお休みだね｣などといった

教師側から投げかける話題に耳を傾け,静かに聞き入る姿やそのことに関する詳しい説明を

求めるといった姿が,ある程度関心のある話題について見られるようになった｡初めて会う

人に対していたずらをしてしまうことは相変わらず見られるが,その前の言い聞かせをよく

聞くことができ,約束を守ろうという気持ちの高まりは感じられるようになった｡

○　家庭との連携

本児が学校での出来事｢現場実習が始まる｣ ｢○○先生は車で出掛けていなかった｡ ｣な
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どをよく話すようになったことは本児自身の伝えたいという支寺ちの高まりに加えて,保護

者の本児と接する時間の確保,サインを理解するカの高まりによるものと考える｡

(4)ま　と　め

本児の梗うサインは独自のものが多く,また,未分化であることからいまだ,本児と接する

ことの多いごく一部の人しか理解できないものである｡しかし,担任当初のそれよりははるか

に伝わりやすくなっており,本児自身もなん謡に加えて｢サインで相手に伝えよう,サインな

ら伝わるかもしれない｣というようなサインを積極的に使おうとする様子がうかがえるように

なった｡これぼ　周囲に本児のサインを分かる人が増えたことによるところが大きい｡サイン

連鎖についてば　より伝わりやすい伝達を考えると避けられないところで,例えば, ｢00を

お願いします｣の○○が分からなくてもその子按に接する周囲の者は｢柵が欲しいのか｣をど

うにかして分かろうとするということにつながるのではないかと考える｡本児は自分の興味の

あるものを対象にしている際は連鎖ができるようになってきており今後も継続していきたい｡

話題の広がりについては,一人に一つから二つの固定したものが中心だったが,それが増え

たり,話題が変わったり,今までと違う人にその話題を提起したり,と変化が見られた｡この

ことが本児の新しい,興味あるものを探すことにつながっていくのではないかと考える｡

家庭では, 1期から目標としてきた保護者自身がサインを攫うことに関する取り組みは意識

の高まりは見られたものの毎学期中途半端に終わってしまっている｡このことは,家庭では本

児に対して,サインを使わなくてもほとんど内容を伝えることができるということがあったた

め定着できなかったと考える｡しかし,本児の将来の生活,特に施設や作業所などへの適所を

考えるとサインは非常に重要になってくるので,家庭でも引き続きサインを使用していくこと

を呼び掛けていきたい｡

7　今後の課題

担任当初,自分の言うことが理解できるのだろうか,この子はこのサインやなん語で冊を言い

たいのか,何も分からず,お互いが分かり合えないでいた｡ほかの教師や保護者が当たり前のよ

うにサインと言葉を交えて楽しそうにやり取りをしているのがうらやましく,また,自分もそう

なれるかどうか不安に思ったものである｡この戸惑いは,これから本児に初めて接する人たちが

必ず通る道だといえる｡

今年度初めて校外で現場実習を経験した本児は,予想に反して落ち着いて生活し,今回初めて

接した指導員の方とやり取りを楽しむ場面も見られた｡これが,これまでの成果だとはいわない

が,学校外との連携の一つの成功例として考えている｡

あと数ヶ月で本校を卒業して,適所の施設などで繊くことを想定して,以下のように今後の課

題をまとめた｡

〇　本児の生活にとって必要となるサインや言葉は何か,家庭と連携をとりながら整理していく｡

○　いろいろな人と話題を共有しやり取りを楽しむための伝達の方法を探る｡ (サインを中心と

して)

○　進路先との連携の方法を検討し,卒業後の支援に生かす｡
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